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平
成
１４
年
度
予
算
の
概
要�

　
全
会
計
の
予
算
総
額
は
、
５７
億
４
、６
０
４
万
円（
前
年

度
と
比
較
し
て
１０
・
５
％
減
）
と
な
り
、
こ
の
う
ち
一
般

会
計
は
、
３３
億
３
、９
０
０
万
円
で
前
年
度
と
比
較
し
て

１３
・
５
％
の
大
幅
な
減
と
な
り
ま
し
た
。�

　
こ
の
主
な
要
因
は
、
大
型
事
業
で
あ
っ
た
雄
神
体
育
館

の
建
設
事
業
が
完
了
し
た
こ
と
や
、
種
子
消
毒
施
設
の
補

助
金
減
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。�

　
今
年
は
、
町
制
施
行
５０
周
年
を
迎
え
る
節
目
の
年
で
も

あ
り
、
町
民
皆
さ
ん
の
心
に
残
る
事
業
を
予
定
し
て
い
ま

す
。�

諸収入 １億６，４４５万円（４．９％）�

地方特例交付金 ２，３００万円（０．７％）�

町債�
２億５，５４０万円�

（７．７％）�

地方消費税交付金�
５，７００万円（１．７％）�
地方譲与税 ４，９００万円（１．５％）�
自動車取得税交付金�
３，１００万円（０．９％）�
利子割交付金 ９００万円（０．３％）�
交通安全対策特別交付金�
２５万円（０．０％）�

分担金及び負担金 ７，８５５万円（２．４％）�
使用料及び手数料 ７，７４５万円（２．３％）�

繰入金 ４，６８０万円（１．４％）�
繰越金 ４，３５８万円（１．３％）�

財産収入・寄附金 ２９万円（０．０％）�

会 計 区 分 �

一 般 会 計 �

国 民 健 康 保 険 事 業 �

老 人 保 健 医 療 事 業 �

土 地 取 得 事 業 �

下 水 道 事 業 �

簡 易 水 道 事 業 �

水 道 事 業 �

計�

　 合 　 計 　 �

予　　算　　額�

33億3,900万円�

5億6,030万円�

7億9,008万円�

1億6,000万円�

5億     66万円�

729万円�

3億8,871万円�

24億   704万円�

57億4,604万円�

伸率（％）�

△ 13.5�

6.0�

△ 9.1�

△ 41.6�

△ 26.9�

4.0�

93.2�

△ 6.1�

△ 10.5

特
　
別
　
会
　
計�

歳　入�
（一般会計）�

町税�
７億８，８９３万円�
（２３．６％）�

地方交付税�
１３億８，３００万円�
（４１．４％）�

国・県支出金�
３億３，１３０万円�
（９．９％）�
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町債現在高�
（平成13年度末見込）�

保育所費�

園児１人当たり�
970,564円�

中学校費�

生徒１人当たり�
196,032円�

国民健康保険事業�

加入者１人当たり�
233,946円�

老人保健医療事業�

加入者１人当たり�
590,934円�

小学校費�

児童１人当たり�
132,489円�

（特別会計・債務負担行
為額を含めると1,182,854

人口 7,278人（H14.3.1現在）�

生徒数220人（H14.3.1現在）� 2,395人（H14.2.1現在）� 1,337人（H14.2.1現在）�

園児280人（H14.3.1現在）�児童356人（H14.3.1現在）�

町民１人当たり�
646,585円�

議会費�

町民１人当たり�
12,315円�

総務費�

町民１人当たり�
70,143円�

民生費�

町民１人当たり�
94,614円�

衛生費�

町民１人当たり�
24,075円�

労働費�

町民１人当たり�
1,908円�

農林水産業費�

町民１人当たり�
29,319円�

商工費�

町民１人当たり�
35,588円�

土木費�

町民１人当たり�
50,907円�

消防費�

町民１人当たり�
19,217円�

教育費�

町民１人当たり�
37,411円�

災害復旧費�

町民１人当たり�
237円�

公債費（借金の返済）�

町民１人当たり�
82,359円�

［歳出予算内訳］�
３３億３，９００万円�
（町民１人当たり４５８，７８０円）�

歳　出�
（一般会計）�

民生費�
６億８，８６０万円�
（２０．６％）�

公債費�
５億９，９４１万円�
（１８．０％）�

総務費�
５億１，０５０万円�
（１５．３％）�

土木費�
３億７，０５０万円�
（１１．１％）�

教育費�
２億７，２２８万円�
（８．２％）�

商工費�
２億５，９０１万円�
（７．７％）�

農林水産業費 ２億１，３３８万円（６．４％）�

衛生費 １億７，５２２万円（５．２％）�

議会費 ８，９６３万円（２．７％）�

労働費 １，３８８万円（０．４％）� 予備費 ５００万円（０．２％）�

災害復旧費等�
１７３万円�
（０．０％）�

消防費 １億３，９８６万円（４．２％）�
（　　）内は、歳入、
歳出それぞれ全体に
対する構成比です。�

H14年／4月号�

人口は7,278人（Ｈ14.3.1現在）�
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この一年間の主な�
　 事業を紹介します�

4H14年／4月号�

町制施行50周年記念事業（6,186万円）�

美しい環境のまちづくり�

町の姿を将来に伝え残す事業� 町民の心に残る事業� 町制施行50周年広報PR活動�

「庄川町史」続巻編さん事業（10月）�
「庄川町史　続巻」として1,000
冊を発行します。�

「写真で綴る50年のあゆみ」の発
行（６月）�
庄川町の50年間の動きを2,500冊
発行します。�

「ふるさと庄川百景写真集」の発
行（６月）�
これまでの庄川百景51選に新た
に49選追加し、写真集1,000冊を
発行します。�

　この他、50年のあゆみのビデオ
制作や「庄川の情景を詠む短歌」
の第２回から５回までの一般の部・
庄川大賞を、歌碑として残します。�

地域イベントコミュニティー番組制作事業（10月）�
地域だより番組を制作し、TST
２チャンネルで放送を始めます。�

エコーはがきの作成（６月）�
まちの風景をエコーはがきにし
全国にＰＲします。�

　この他「祝町制施行50周年」懸垂
幕、横断幕を町内に掲げPRします。�

・ほたるの里づくり事業費 123万円�

・環境モニター設置費 38万円�
　監視日数を増やし、不法投棄などの抑制やポ
イ捨て防止の啓発に努めます。�

・愛犬マナーアップ推進事業補助金 13万円�

・ごみステーション改修等補助金 10万円�

・ポイ捨て防止啓発費 25万円�

その他の事業�

宅地取得奨励金制度（１年間）�
町が分譲する宅地について１区
画につき200万円の宅地取得奨
励金を交付します。�

リバーサイドスポーツ（夏開催予定）�
川下り、カヤック、ウォークラ
リー、サイクリング、パットゴ
ルフなどを実施します。�
みんなの体操会（９月15日（日）開催）�
NHKの巡回ラジオ体操を開催し
ます。�

　この他、庄川美術館で「庄川町
を描く絵画展」や「落語会」などを
開催します。�

この一年間の主な�
　 事業を紹介します�

町制施行50周年記念式典�
（６月１日（土）開催）�

式典の中で自治功労表彰や、また
タレントの清水國明さんの講演会を
開催します。�

ダックレースIN庄川の開催�
（10月13日（日）開催）�

ゴム製のアヒル
を庄川で流し順
位を競うレース
を実施します。�

庄川あゆまつりの開催�
（７月20日（土）・21日（日）開催）�
鮎のつかみどりや塩焼き、花火
大会やシンセサイザーなど音と
光のイベントも
実施します。�

�

　この他、「祝50年」の人文字や、
金屋石を素材としたモニュメント
を製作します。また庄川小学校と
鵡川小学校とは、児童の作品や農
産物の交流も行います。�

�

「もみじ」の植栽�
（４月29日（祝）開催）�
緑の羽根募金で水記念
公園に「もみじ」の
植栽をします。�
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少子化・高齢化対策�

・定住促進奨励金交付事業費 2,341万円�

・地域安全推進員設置費 127万円�
　児童の安全対策を推進し、犯罪の未然防止や
道路施設の安全確保に努めます。�

・福祉バス運行管理費 735万円�
　今まで以上にきめ細かく巡回し、デイホーム
への外出や買い物などの利便性を図ります。�

・緊急通報体制等整備事業費 94万円�
　室内に設置したセンサーにより、常時生活リ
ズムを監視するほか、緊急時のボタンによる監
視通報システムを整備します。�

・生きがい活動支援通所事業費 270万円�
　デイホームや、やまぶき荘で日常動作訓練や
趣味活動事業を実施します。�

・シルバー人材センター設置費補助金 400万円�

・東山見保育所改修事業費 4,750万円�

・ファミリーサポート事業費 30万円�
　育児負担の軽減を図るため、育児援助を受けた
い方と協力者との仲介斡旋を行い、安心して子育
てができるように支援します。また、保育所に３
人以上同時入所している場合は、３人目の保育料
を10分の１に軽減します。�

・インフルエンザ予防接種事業費 348万円�

そ 　 の 　 他 �

・地籍調査事業費 640万円�

・Ｃ型肝炎総合対策事業費 165万円�

・農業機械格納庫整備補助金 1,500万円�

・ 二万石用水沿い水辺環境等整備工事費　　　　
　 5,200万円�

・アユ増殖施設建設事業補助金 300万円�

・特産館アーケード設置工事費等 500万円�

・都市計画基礎調査業務費 290万円�

・閑乗寺バーベキューハウス設置工事費 420万円�

・女性消防団員設置費 64万円�

・防火水槽設置等工事費 933万円�

・スクールバス購入費 600万円�

・14歳の挑戦事業費 30万円�

・民芸館管理運営費 855万円�

・ふれあいプラザ展示設備設置費 629万円�

・宅地分譲事業費 3,425万円�

・公共下水道建設事業費 2億   706万円�

・農村下水道建設事業費 4,763万円�

・金屋配水池築造等工事費 2億3,300万円�

市町村合併の推進�

・市町村合併推進費 205万円�
　これからの町づくりや地域づくりを皆さんと
話し合うための啓蒙用ビデオの作成や、講演会
を開催します。�

情報通信の推進�

・住民基本台帳ネットワークシステム推進費　　
　　　 429万円�
　平成15年８月から住民票の広域交付などが開
始され、住民基本台帳カードを持っていれば、
全国どこの役所でも住民票の交付を受けること
ができるようになります。�



�

　
質
問
　
庄
嵐
会
代
表
　�

　
　
　
　
藤
井
　
稔
議
員�

　
答
弁
　
藤
森
町
長�

�

　
　
市
町
村
合
併
に
つ
い
て�

○
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て�

　
　
新
年
度
に
お
い
て
も
選
任
職

員
の
出
前
講
座
を
行
い
、
各
地
区

に
啓
発
用
懸
垂
幕
を
設
置
し
、
自

治
振
興
会
と
も
協
議
す
る
な
か
で

適
宜
合
併
の
資
料
提
供
や
説
明
会

を
開
催
し
て
い
き
た
い
。�

　
平
成
の
大
合
併
は
地
方
分
権
の

推
進
と
い
う
大
き
な
地
方
自
治
の

根
本
を
問
う
も
の
で
あ
り
、
将
来

の
た
め
に
新
し
い
町
づ
く
り
を
す

る
こ
と
こ
そ
、
大
事
な
こ
と
と
考

え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
町
づ
く

り
を
目
指
す
に
は
、
一
刻
も
早
く

「
合
併
協
議
会
」を
立
ち
上
げ
早
急

に
建
設
計
画
を
策
定
し
、
そ
の
計

画
を
町
民
に
示
す
べ
き
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。�

○
合
併
の
規
模
に
つ
い
て�

　
　
砺
波
地
域
の
合
併
規
模
に
つ

い
て
、
砺
波
広
域
圏
10
市
町
村
に

加
え
て
、
小
矢
部
市
及
び
福
岡
町

を
含
め
た
15
万
人
規
模
の
合
併
を

す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。�

　
　
健
康
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
つ

い
て�

○
保
健
・
福
祉
を
一
体
化
さ
せ
た

施
設
の
建
設
に
つ
い
て�

　
　
こ
れ
か
ら
の
健
康
セ
ン
タ
ー

は
、
障
害
者
や
高
齢
者
に
配
意
し

た
保
健
、
福
祉
、
医
療
及
び
介
護

が
一
体
と
な
っ
た
き
め
の
細
や
か

な
総
合
的
な
少
子
高
齢
化
施
策
を

実
現
で
き
る
よ
う
な
施
設
が
必
要

で
あ
り
、
現
在
健
康
セ
ン
タ
ー
の

基
本
設
計
を
行
い
、
利
用
者
の
使

い
勝
手
や
施
設
の
機
能
面
等
の
多

方
面
か
ら
検
討
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。�

　
た
だ
、
依
然
と
し
て
、
国
・
県

の
財
政
事
情
は
大
変
厳
し
く
、
現

在
も
財
源
手
当
の
見
通
し
が
つ
か

な
い
状
況
で
あ
る
が
、
で
き
る
だ

け
早
い
時
期
に
整
備
す
べ
き
も
の

と
認
識
し
て
い
る
。�

　
　
室
内
プ
ー
ル
の
建
設
に
つ
い

て�○
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
が
健
康

増
進
の
た
め
の
複
合
施
設
と
し
た

室
内
プ
ー
ル
の
建
設
に
つ
い
て�

　
　
町
民
が
年
間
を
通
し
て
体
力

や
健
康
の
維
持
・
増
進
を
図
り
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核
と
し
て
、

で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
建
設
を

考
え
て
い
る
。�

　
建
設
計
画
に
つ
い
て
は
、
市
町

村
合
併
の
動
向
や
町
の
総
合
型
地

域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
設
立
な
ど

も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
計
画
す
る

こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
建
設
に
当

た
っ
て
は
、
管
理
運
営
方
法
な
ど

も
含
め
、
町
民
や
各
種
関
係
ス
ポ

ー
ツ
団
体
な
ど
の
意
見
を
お
聞
き

し
て
利
用
し
や
す
く
、
か
つ
特
色

の
あ
る
施
設
と
な
る
様
、
十
分
検

討
し
て
い
き
た
い
。�

　
　
１
号
環
状
線
の
早
期
完
成
に

つ
い
て�

○
懸
案
の
１
号
環
状
線
の
完
成
に

向
け
て
の
進
捗
状
況
と
完
成
の
目

標
時
期
に
つ
い
て�

　
　
現
在
の
事
業
区
間
の
う
ち
、

議
員
の
皆
さ
ん
な
ど
の
ご
協
力
で
、

数
年
来
の
懸
案
で
あ
り
ま
し
た
地

権
者
さ
ん
と
も
用
地
補
償
契
約
が

締
結
で
き
、
残
り
の
方
々
と
も
鋭

意
交
渉
す
る
よ
う
努
め
て
い
る
。�

　
完
成
の
目
標
時
期
に
つ
い
て
は
、

相
手
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で

明
言
で
き
な
い
が
、
事
業
認
可
期

間
の
で
き
る
だ
け
早
期
の
用
地
取

得
を
目
指
し
、
努
め
て
参
り
た
い
。�

　
質
問
　
寺
井
武
彦
議
員�

　
答
弁
　
田
上
教
育
長�

�

　
　
子
供
達
の
教
育
に
つ
い
て�

○
学
校
週
５
日
制
に
対
す
る
町
の

対
応
に
つ
い
て�

　
　
小
・
中
学
校
に
お
い
て
、
生

徒
・
保
護
者
を
対
象
に
「
週
５
日

制
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実

施
し
た
が
、
考
え
方
や
過
ご
し
方

は
大
変
多
様
で
あ
っ
た
。
町
と
し

て
は
、
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
、

「
家
庭
や
友
達
と
の
ふ
れ
あ
い
を

も
っ
と
深
め
、
大
切
に
す
る
こ
と
」

「
自
分
の
時
間
の
過
ご
し
方
に
つ

い
て
は
、
家
族
と
も
相
談
し
な
が

ら
、
自
主
的
に
き
め
る
こ
と
」な

ど
を
指
導
し
て
い
き
た
い
。�

　
留
守
家
庭
も
多
い
こ
と
か
ら
、

土
曜
日
の
行
事
と
し
て
、
「
子
ど

も
の
つ
ど
い
」や「
子
ど
も
科
学
教

室
」そ
し
て「
子
ど
も
茶
道
教
室
」

な
ど
予
定
し
て
お
り
、
８
月
に
小
・

中
学
生
を
対
象
と
し
た
野
外
キ
ャ

ン
プ
も
計
画
し
て
い
る
の
で
、
こ

れ
ら
の
機
会
を
多
い
に
利
用
し
て

ほ
し
い
。�

○
子
供
の
教
育
に
つ
い
て�

▼
基
本
的
な
考
え
方
は�

○
保
育
所
、
小
学
校
、
中
学
校
一

貫
性
教
育
に
つ
い
て�

　
　
教
育
の
一
貫
性
、
継
続
性
の

立
場
か
ら
、
保
育
所
と
学
校
間
の

連
携
が
極
め
て
重
要
な
こ
と
だ
と

思
う
。
小
学
校
と
中
学
校
間
に
は
、

す
で
に「
庄
川
町
学
校
教
育
研
究
会
」

が
あ
り
、
活
発
な
意
見
交
換
の
場

と
な
っ
て
い
る
。�

　
保
育
所
と
小
学
校
と
の
連
携
に

つ
い
て
も
、
極
め
て
重
要
な
も
の

と
認
識
し
て
お
り
、「
連
絡
協
議
会
」

を
近
く
設
置
し
た
い
と
思
っ
て
い

る
。�

　
質
問
　
寺
井
武
彦
議
員�

　
答
弁
　
藤
森
町
長�

�

　
　
い
わ
ゆ
る
動
物
で
さ
え
、
生

き
る
た
め
に
頑
張
っ
て
い
る
の
で

あ
り
、
万
物
の
霊
長
で
あ
る
人
間

は
も
っ
と
学
習
す
べ
き
で
は
な
い

議
会
議
会
だ
よ
り

だ
よ
り
　
　
　
　
　
3
月
議
会
定
例
会

月
議
会
定
例
会�

議
会
だ
よ
り
　
　
　
3
月
議
会
定
例
会�
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般
　
質
　
問�

答�答�答�

答� 質�

質�質�

答�答� 質�質�

答�答�

日
曜
議
会
開
催�

議
員
定
数
削
減�

　
庄
川
町
議
会
定
例
会
（
第
１
回
）

が
３
月
８
日
か
ら
８
日
間
の
日
程
で

開
催
さ
れ
、
初
日
の
８
日
は
、
議
案

２１
件
を
一
括
上
程
し
、
町
長
よ
り
町

政
報
告
、
議
案
に
対
す
る
提
案
理
由

の
説
明
を
行
っ
た
あ
と
、
議
案
を
各

委
員
会
へ
付
託
し
ま
し
た
。�

　
続
い
て
、
庄
川
町
議
会
議
員
の
定

数
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
の
議

員
提
出
議
案
が
追
加
提
案
さ
れ
、
記

名
投
票
に
よ
り
賛
成
多
数
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
議
員
定

数
は
次
の
一
般
選
挙
よ
り
１４
名
か
ら

１０
名
と
な
り
ま
す
。�

　
今
回
、
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て

開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
、
ま
た
、

よ
り
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
に
町
政

に
関
心
を
も
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

２
日
目
の
３
月
１０
日
に
日
曜
議
会
を

開
催
し
、
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

議
場
の
ほ
か
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
大

型
ス
ク
リ
ー
ン
も
設
置
し
、
約
８０
名

の
方
が
傍
聴
さ
れ
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
１１
日
に
は
建
設
委
員
会
、

１２
日
に
は
総
務
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、

付
託
議
案
を
慎
重
審
議
し
、
最
終
日

１５
日
本
会
議
に
お
い
て
、
各
委
員
長

報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
付
託
さ
れ

た
議
案
は
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。�

　
ま
た
、
砺
波
地
区
老
人
福
祉
施
設

組
合
議
会
議
員
の
選
挙
に
つ
い
て
ほ

か
２
案
件
が
追
加
上
程
さ
れ
、
い
ず

れ
も
当
選
・
適
任
・
可
決
と
な
り
ま

し
た
。�

　
本
会
期
中
に
提
案
さ
れ
た
議
案
に

つ
い
て
は
、
別
記
の
と
お
り
で
す
。�



か
と
思
う
。
生
き
る
権
利
・
義
務

は
あ
る
が
そ
れ
に
加
え
て
学
習
を

し
な
け
れ
ば
、
と
て
も
食
べ
て
は

い
け
な
い
。
最
近
の
子
供
達
に
、

命
の
大
切
さ
と
か
、
な
ぜ
勉
強
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
と
か
た

く
さ
ん
意
見
は
あ
る
が
、
原
点
に

返
っ
て
動
物
に
習
う
こ
と
も
大
変

大
事
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。�

　
質
問
　
松
田
吉
孝
議
員�

　
答
弁
　
藤
森
町
長�

�

　
　
緑
ゆ
た
か
な
景
観
づ
く
り
に

つ
い
て�

○
住
宅
、
事
業
所
等
の
所
有
者
が

生
垣
等
の
新
設
を
行
う
場
合
の
経

費
助
成
に
つ
い
て�

　
　
散
居
村
地
帯
の
み
な
ら
ず
市

街
地
に
お
い
て
も
、
「
豊
か
な
緑

に
囲
ま
れ
た
美
し
い
ま
ち
」
は
町

全
域
に
必
要
で
あ
る
。�

　
先
進
地
の
砺
波
市
に
お
い
て
も

効
果
を
発
揮
さ
れ
て
い
る
と
聞
い

て
お
り
、
町
と
し
て
も
、
平
成
14

年
度
に
町
に
ふ
さ
わ
し
い
内
容
を

検
討
し
、
平
成
15
年
度
か
ら
実
施

で
き
る
よ
う
努
め
た
い
。�

　
　
職
員
の
意
識
改
革
に
つ
い
て�

○
現
経
済
社
会
環
境
の
認
識
と
基

本
的
な
教
育
に
つ
い
て�

　
　
厳
し
い
状
況
に
あ
れ
ば
な
お

の
こ
と
、
公
務
員
と
し
て
の
原
点

に
立
ち
返
り
、
毅
然
と
し
た
態
度

と
適
切
な
対
応
で
町
民
の
立
場
に

た
っ
た
行
政
執
行
に
徹
す
る
こ
と

が
肝
要
で
あ
る
。�

　
そ
う
し
た
観
点
か
ら
も
職
員
教

育
に
は
積
極
的
に
取
組
ん
で
お
り
、

富
山
県
や
富
山
県
市
町
村
職
員
研

修
協
議
会
実
施
の
研
修
会
へ
計
画

的
に
職
員
を
派
遣
し
て
い
る
。
ま

た
、
自
治
大
学
、
市
町
村
ア
カ
デ

ミ
ー
の
研
修
に
よ
り
専
門
的
研
修

の
機
会
も
与
え
、
職
員
の
資
質
向

上
を
図
り
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
一

層
の
進
展
を
期
し
て
い
る
。�

　
質
問
　
松
田
吉
孝
議
員�

　
答
弁
　
田
上
教
育
長�

�

　
　
若
者
の
館
の
活
用
に
つ
い
て�

○
若
者
の
男
女
が
出
会
え
る
場
と

し
て
さ
ら
な
る
活
用
に
つ
い
て�

　
　
平
成
９
年
４
月
オ
ー
プ
ン
以

来
５
年
の
歳
月
が
流
れ
、
月
平
均

２
９
０
人
の
ご
利
用
を
頂
い
た
。

館
の
事
業
の
運
営
に
つ
い
て
は
若

者
を
主
体
と
し
た
ス
タ
ッ
フ
で
、

独
身
男
女
の
出
会
い
を
主
体
と
し

た
パ
ー
テ
ィ
ー
も
実
施
し
て
き
た
。

し
か
し
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に
参

加
者
が
少
な
く
な
り
、
ス
タ
ッ
フ

も
苦
慮
し
て
い
る
。
14
年
度
以
降

も
引
続
き
ス
タ
ッ
フ
と
協
議
を
重

ね
、
過
去
の
経
緯
を
十
分
踏
ま
え

事
業
展
開
を
図
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。�

○
こ
の
施
設
の
運
用
方
針
と
中
長

期
展
望
の
中
で
の
砺
波
地
域
の
若

者
の
拠
点
作
り
と
し
て
の
活
用
に

つ
い
て�

　
　
広
域
圏
で
も
出
会
い
系
の
パ

ー
テ
ィ
ー
を
開
催
し
て
お
り
、
規

模
も
大
き
く
民
間
の
施
設
を
借
り

て
開
催
さ
れ
て
い
る
。
双
方
の
事

業
が
よ
り
効
果
的
に
展
開
で
き
る

よ
う
、
主
催
者
側
の
情
報
交
換
を

図
る
と
共
に
独
身
男
女
へ
の
情
報

の
提
供
に
努
め
た
い
。�

　
砺
波
地
域
の
拠
点
作
り
と
し
て

の
活
用
に
つ
い
て
は
、
施
設
の
ス

ペ
ー
ス
の
問
題
、
広
域
圏
と
し
て

の
エ
リ
ア
の
位
置
付
け
の
問
題
等

想
定
さ
れ
る
が
、
今
後
の
動
向
を

十
分
見
極
め
な
が
ら
検
討
し
た
い
。�

　
質
問
　
野
村
政
春
議
員�

　
答
弁
　
藤
森
町
長�

�

　
　
市
町
村
合
併
に
つ
い
て�

○
篠
山
市
の
合
併
と
砺
波
地
区
の

合
併
に
つ
い
て�

　
　
町
独
自
施
策
に
対
す
る
町
職

員
や
議
会
の
研
究
会
を
設
置
し
て

は
ど
う
か
と
の
ご
提
案
で
あ
る
が
、

今
後
も
弾
力
的
に
関
係
市
町
村
の

動
向
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
町
が
独

自
に
取
組
ん
で
い
る
制
度
や
事
業

に
つ
い
て
、
予
算
編
成
時
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
機
会
を
捕
ら
え
て
町
職

員
に
将
来
に
渡
り
継
続
す
べ
き
か

ど
う
か
と
い
う
こ
と
を
検
討
さ
せ

て
い
る
。
今
後
と
も
住
民
ニ
ー
ズ

を
的
確
に
把
握
し
な
が
ら
、
十
分

検
討
し
て
対
処
し
て
い
き
た
い
。�

○
合
併
研
究
会
の
最
終
報
告
に
つ

い
て�

　
　
報
告
書
で
は
12
市
町
村
が
合

併
す
る
と
い
う
前
提
で
類
似
団
体

と
の
比
較
を
し
て
い
る
。
町
職
員

の
身
分
は
保
障
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
が
、
類
似
団
体
と
の
比

較
で
は
市
町
村
職
員
の
数
は
非
常

に
多
い
状
況
で
あ
る
。�

　
こ
の
大
き
な
地
方
自
治
制
度
の

転
換
期
に
あ
た
り
、
町
職
員
が
自

己
改
革
を
目
指
し
て
鋭
意
努
力
す

る
よ
う
、
今
後
と
も
職
員
の
意
識

改
革
に
向
け
て
さ
ら
に
指
導
し
て

い
き
た
い
。�

　
　
平
成
14
年
度
予
算
に
つ
い
て�

　
　「
各
種
団
体
に
対
す
る
負
担
金
、

補
助
金
、
委
託
料
を
再
点
検
し
た

結
果
、
具
体
的
に
は
ど
う
し
た
か
」

に
つ
い
て
、
収
入
役
、
総
務
課
長
、

財
務
課
長
に
よ
る
実
態
調
査
を
実

施
し
た
。
し
か
し
、
役
割
が
終
了

し
た
も
の
は
そ
う
は
な
く
、
予
算

と
し
て
は
大
き
な
減
額
と
は
な
ら

ず
、
町
制
施
行
50
周
年
記
念
事
業

の
委
託
料
等
を
計
上
し
た
た
め
、

増
額
と
な
っ
た
。�

　
「
事
業
を
開
始
し
て
10
年
以
上

経
過
し
た
事
業
の
見
直
し
結
果
に

つ
い
て
」
は
、
再
度
事
業
実
施
の

あ
り
方
を
見
直
す
よ
う
指
示
し
た
。

結
果
と
し
て
、
平
成
９
年
度
を
ピ

ー
ク
に
５
年
間
で
10
億
円
の
予
算

を
減
額
し
た
こ
と
に
よ
り
、
事
業

の
見
直
し
は
限
界
に
き
て
お
り
、

事
業
費
の
減
額
は
行
な
っ
た
も
の

の
、
廃
止
に
至
る
事
業
は
な
か
っ

た
。�

　
今
後
、
事
業
実
施
の
必
要
性
や

町
民
ニ
ー
ズ
を
十
分
把
握
し
、
こ

れ
か
ら
町
が
取
組
む
事
業
の
選
択

を
厳
格
に
行
っ
て
い
き
た
い
。�

　
「
合
併
に
向
け
て
各
種
制
度
の

比
較
調
査
を
行
い
、
重
点
的
に
整

備
す
る
必
要
の
あ
る
事
業
に
つ
い

て
」
は
、
公
共
施
設
維
持
修
繕
に

つ
い
て
は
、
緊
急
を
要
す
る
も
の

よ
り
予
算
計
上
し
、
地
区
か
ら
要

望
の
道
路
等
公
共
施
設
修
繕
に
対

処
す
る
た
め
、
２
千
万
円
を
計
上

し
て
い
る
。
奨
励
金
制
度
等
に
つ

い
て
は
、
見
直
し
の
時
期
に
き
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お

り
、
今
後
と
も
検
討
し
て
い
き
た

い
。�

　
合
併
を
議
論
す
る
際
に
は
、
交

付
税
の
減
収
要
因
は
無
視
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
が
、
合
併
す
る
理

由
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
あ
り
、

こ
の
減
収
が
す
ぐ
さ
ま
合
併
の
理

由
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
も
の
で

は
な
い
。
今
後
と
も
地
方
交
付
税

制
度
の
改
正
を
見
極
め
な
が
ら
適

性
か
つ
迅
速
に
対
処
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。�

　
質
問
　
山
田
幸
夫
議
員�

　
答
弁
　
加
藤
収
入
役�

�

　
　
公
金
の
ペ
イ
オ
フ
対
策
に
つ

い
て�

○
ペ
イ
オ
フ
実
施
に
よ
り
公
金
の

安
全
で
効
率
的
運
用
と
、
公
金
運

用
の
基
準
を
ど
の
よ
う
に
す
べ
き

か�　
　
ペ
イ
オ
フ
解
禁
を
控
え
、
地

方
自
治
体
も
自
ら
の
公
金
預
金
の

保
管
・
運
用
に
関
し
て
自
己
責
任

が
前
提
と
な
る
こ
と
か
ら
、
資
金

管
理
の
た
め
の
体
制
整
備
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
る
。
金
融
機
関
経

営
状
況
の
把
握
の
た
め
の
体
制
づ

く
り
、
資
金
管
理
並
び
に
資
金
運

用
基
準
の
策
定
が
あ
る
。�

　
金
融
情
勢
な
ど
の
変
化
に
対
応

で
き
る
よ
う
、
具
体
的
な
項
目
の

検
討
を
行
う
と
共
に
、
県
の
対
応

策
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
金
融
機�

7 H14年／4月号�

答�答� 質� 質�

答�答� 質�

答�答�

答� 質�

質�

答� 質�



関
や
関
係
す
る
課
の
意
見
を
聞
き

つ
つ
、
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。�

　
　
質
問
　
石
黒
久
敬
議
員�

　
　
答
弁
　
石
黒
教
務
課
長�

�

　
　
循
環
型
社
会
の
構
築
に
つ
い

て�○
地
産
地
消（
地
域
で
取
れ
た
も

の
を
地
域
で
食
べ
る
）に
つ
い
て�

▼
給
食
食
材
の
安
全
性
と
鮮
度
・

栄
養
に
つ
い
て�

　
　
輸
入
食
品
の
割
合
に
つ
い
て

は
、
牛
肉
の
一
部
と
魚
介
類
の
一

部
、
大
豆
製
品
に
つ
い
て
は
カ
ナ

ダ
産
も
の
と
国
内
産
も
の
と
両
方

を
使
用
し
て
い
る
。
果
物
の
う
ち

オ
レ
ン
ジ
・
グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ

等
を
輸
入
に
頼
っ
て
い
る
が
、
使

用
回
数
も
少
な
く
、
皮
の
つ
い
た

も
の
に
つ
い
て
は
、
塩
素
消
毒
を

し
て
使
用
し
て
い
る
。�

▼
地
元
産
の
旬
の
食
材
に
つ
い
て�

　
　
今
後
あ
ら
ゆ
る
面
を
想
定
し

な
が
ら
、
生
産
者
の
方
と
の
間
で

ど
の
程
度
ま
で
利
用
で
き
る
の
か

協
議
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。�

　
無
農
薬
栽
培
に
つ
い
て
は
、
労

力
の
こ
と
も
あ
り
、
少
々
難
し
い

問
題
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
が
、

今
後
と
も
安
全
な
食
材
の
調
達
に

気
を
配
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。�

　
　
質
問
　
石
黒
久
敬
議
員�

　
　
答
弁
　
田
上
教
育
長�
�

▼
地
域
で
支
え
る
総
合
学
習
と
農

業
体
験
教
育
に
つ
い
て�

　
　「
総
合
学
習
」の
メ
リ
ッ
ト
の

一
つ
は
、
日
頃
の
授
業
で
は
扱
え

な
い「
生
き
た
教
材
」と
取
組
め
る

こ
と
に
あ
る
。
し
か
し
、
年
間
を

通
し
て
農
業
体
験
を
総
合
学
習
に

取
り
入
れ
る
こ
と
は
、
「
時
間
や

土
地
」
の
制
約
も
あ
り
、
現
段
階

で
は
か
な
り
無
理
が
あ
る
と
思
わ

れ
る
。
家
庭
に
田
や
畑
の
あ
る
児

童
・
生
徒
に
と
っ
て
は
良
い
機
会

で
あ
る
と
思
う
の
で
、
休
日
で
の

農
作
業
に
つ
い
て
は
、
多
い
に
奨

励
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。�

　
　
質
問
　
石
黒
久
敬
議
員�

　
　
答
弁
　
庄
下
住
民
課
長�

�

○｢

ゴ
ミ｣
の
定
理
に
つ
い
て�

▼
「
燃
え
る
ゴ
ミ
・
燃
え
な
い
ゴ

ミ
の
分
類
」
か
ら
「
燃
や
し
て
よ
い

ゴ
ミ
・
燃
や
し
て
は
い
け
な
い
ゴ

ミ
の
分
類
」
へ
の
転
換
に
つ
い
て�

　
　
正
し
く
分
別
し
、
再
利
用
へ

の
努
力
、
整
理
整
頓
を
心
が
け
、

少
し
で
も
ゴ
ミ
を
減
ら
す
よ
う
努

力
す
る
こ
と
が
大
変
重
要
で
あ
り
、

今
後
行
政
と
し
て
も
、
容
器
包
装

リ
サ
イ
ク
ル
法
を
う
け
て
、
分
別

収
集
品
目
を
拡
大
す
る
と
と
も
に
、

循
環
型
社
会
の
形
成
に
向
け
た
啓

発
を
図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
る
。�

　
　
質
問
　
石
黒
久
敬
議
員�

　
　
答
弁
　
藤
森
町
長�

�

▼
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て�

　
　
町
で
は
、
電
気
生
ゴ
ミ
処
理

機
や
コ
ン
ポ
ス
ト
を
購
入
さ
れ
る

家
庭
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
し

て
い
る
が
、
将
来
的
に
は
、
学
校

給
食
、
飲
食
店
等
社
会
全
体
が
生

ゴ
ミ
を
堆
肥
と
し
て
有
効
活
用
で

き
る
循
環
型
社
会
を
構
築
す
べ
き

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。�

　
そ
の
た
め
に
は
広
域
圏
エ
リ
ア

と
し
て
取
組
む
必
要
が
あ
り
、
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
管
内
ゴ
ミ
対
策

協
議
会
に
働
き
か
け
を
し
て
お
り
、

今
後
さ
ら
に
強
く
働
き
か
け
を
し

て
い
き
た
い
。�

　
　
質
問
　
石
黒
久
敬
議
員�

　
　
答
弁
　
中
島
産
業
建
設
課
長�

�

○
転
作
田
を
利
用
し
た
「
庄
川
町

農
園
」
に
つ
い
て�

▼
非
農
家
の
転
作
田
利
用
の
現
状

に
つ
い
て�

　
　
農
家
の
転
作
状
況
は
６
２
３

戸
、
１
３
０
・
６
㌶
で
あ
る
。
農

家
か
ら
非
農
家
へ
の
貸
し
付
け
状

況
に
つ
い
て
は
、
転
作
野
帳
や
農

地
の
流
動
化
申
請
で
確
認
で
き
ず
、

農
業
委
員
会
と
し
て
は
把
握
し
て

お
り
ま
せ
ん
。�

▼
転
作
田
の
「
庄
川
町
農
園
」
と
し

て
の
利
用
に
つ
い
て�

　
　
町
で
は
平
成
９
年
、
10
年
の

２
回
に
わ
た
り
「
ふ
れ
あ
い
農
園

利
用
者
募
集
」
を
実
施
し
た
が
、

問
い
合
わ
せ
は
あ
っ
た
も
の
の
、

実
現
で
き
な
か
っ
た
経
緯
が
あ
る
。

今
後
希
望
が
あ
れ
ば
町
と
し
て「
庄

川
町
ふ
れ
あ
い
農
園
」
の
企
画
を

進
め
て
い
き
た
い
。�

　
　
広
域
観
光
行
政
と
東
海
北
陸

自
動
車
道
に
つ
い
て�

○
東
海
北
陸
自
動
車
道
と
五
箇
山

イ
ン
タ
ー
の
影
響
に
つ
い
て�

　
　
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
庄
川
の
バ
ス

及
び
入
込
客
数
は
低
迷
し
て
い
る

状
態
で
、
東
海
北
陸
自
動
車
道
、

五
箇
山
イ
ン
タ
ー
の
供
用
開
始
の

影
響
が
で
て
い
る
。
観
光
協
会
と

観
光
協
同
組
合
が
連
携
し
、
今
後

と
も
名
古
屋
方
面
へ
の
出
向
宣
伝
、

民
放
放
送
等
で
庄
川
町
の
魅
力
を

情
報
発
信
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

集
客
力
を
上
げ
る
た
め
、
小
牧
船

舶
と
水
記
念
公
園
が
連
携
す
る
よ

う
今
後
協
議
し
て
い
き
た
い
。�

　
　
質
問
　
石
黒
久
敬
議
員�

　
　
答
弁
　
前
野
企
画
調
整
課
長�

�

○
食
に
よ
る
町
お
こ
し
「
庄
川
あ

ゆ
ま
つ
り
」
事
業
の
継
続
に
つ
い

て�　
　
町
制
施
行
50
周
年
の
節
目
の

記
念
事
業
が
観
光
客
を
誘
致
し
、

そ
し
て
商
業
の
振
興
、
ま
ち
の
活

性
化
に
な
れ
ば
と
の
大
き
な
夢
を

描
き
な
が
ら
実
施
し
て
い
き
た
い
。�

目
先
に
市
町
村
合
併
と
言
う
大
き

な
課
題
も
あ
る
が
、
清
流
庄
川
の

流
れ
は
永
遠
で
あ
り
、
こ
の
イ
ベ

ン
ト
は
持
続
可
能
で
あ
る
と
思
う
。

　
し
か
し
、
来
年
度
以
降
の
こ
と

に
つ
い
て
は
、
私
の
立
場
と
し
て

申
し
上
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
の

で
、
ご
理
解
賜
り
た
い
。
い
ず
れ

に
し
て
も
、
初
め
て
の
事
業
で
あ

り
、
成
功
に
万
全
を
期
し
て
参
り

た
い
と
考
え
て
お
り
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。�

　
　
質
問
　
藤
永
　
皋
議
員�

　
　
答
弁
　
藤
森
町
長�

�

　
　
合
併
後
の
財
源
は
ほ
ん
と
う

に
保
障
さ
れ
る
の
か�

　
　「
合
併
特
例
法
」に
お
い
て
は
、

こ
の
法
律
の
期
限
内
に
新
た
な
合

併
市
町
村
が
発
足
し
た
場
合
に
限

り
、
地
方
交
付
税
を
保
障
す
る
も

の
で
あ
る
。
合
併
前
の
各
市
町
村

が
そ
れ
ぞ
れ
存
続
し
て
い
る
と
い

う
仮
定
の
も
と
に
地
方
交
付
税
を

計
算
し
て
、
全
額
、
合
併
後
も
10

年
間
は
保
障
し
、
さ
ら
に
そ
の
後

５
年
間
で
新
た
な
自
治
体
に
見
合

う
交
付
額
に
調
整
す
る
と
い
う
こ

と
で
あ
り
、
こ
の
法
律
が
規
定
し

て
い
る
期
間
に
お
い
て
は
十
分
、

将
来
的
に
財
源
確
保
は
保
障
さ
れ

る
と
考
え
て
い
る
。�

　
　
医
療
行
政
の
改
悪
に
つ
い
て�

　
　
町
に
お
い
て
も
、
医
療
保
険

制
度
全
般
を
通
じ
て
、
制
度
間
、

世
代
間
で
給
付
と
負
担
を
公
平
な

も
の
に
し
て
い
く
こ
と
が
あ
る
べ

き
姿
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、

制
度
改
革
の
如
何
を
問
わ
ず
、
被

保
険
者
の
方
々
の
立
場
に
た
っ
た

事
業
運
営
に
努
め
た
い
。�

　
ま
た
、
被
保
険
者
の
方
々
が
安

心
し
て
健
康
な
生
活
を
送
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
何
よ
り
も
重
要
で

あ
り
、
保
健
事
業
を
充
実
さ
せ
る

と
と
も
に
、
関
係
機
関
と
連
携
を

と
り
な
が
ら
、
医
療
費
の
適
正
化

に
努
め
た
い
。�
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可 決 さ れ た 議 案 �可 決 さ れ た 議 案 �可 決 さ れ た 議 案 �

9 H14年／4月号�

【条　例】�

▼庄川町都市計画審議会条例の制定について�
都市計画法の改正により、県が都市計画区域マスタ
ープランを作成するにあたり、町においても都市計
画審議会を設置するものです。�

▼庄川町区設置条例の一部改正について�
平成13年４月に各地区自治振興会が発足し、５月に
庄川町自治振興連絡協議会が発足し、従来の区長連
絡協議会を廃止されたため一部改正するものです。�

▼庄川町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用
弁償に関する条例の一部改正について�
教育委員会委員長及び委員、公民館長及び主事の報
酬額を見直すものです。�

▼庄川町税条例の一部改正について�
保健婦助産婦看護婦法の一部を改正により、保健婦
などの資格の名称が改められたことに伴い、当該用
語の改正を行うものです。�

▼庄川町国民健康保険税条例の一部改正について�
医療費分、介護分について税率の見直しをするもの
です。�

▼庄川町下水道条例の一部改正について�
町下水道排水設備指定工事店規則で定めている義務
や権利に関する規定を定めるに伴い改正するもので
す。�

▼庄川町コミュニティー防災センター設置条例の一部改正
について�
換地等によりコミュニティー防災センターの地番を
変更するものです。�

▼庄川町消防団条例の一部改正について�
災害現場における後方支援活動等を主眼とした女性
消防分団を新たに結成し、消防組織強化を図ろうと
するもので、組織及び定数について見直し、一部改
正するものです。�

▼庄川町道の路線認定について�
町道第238号線、287号線、298号線を新たに町道認
定するものです。�

【予　算】�

▼平成13年度庄川町一般会計補正予算（第7号）�
追加補正額は196,545千円で、補正後の予算総額
4,315,634千円で、減債基金積立金30,000千円、公共
施設保全基金50,000千円、中山間地域総合整備事業
費7,298千円、田園空間整備事業費22,402千円等です。�

▼平成13年度庄川町下水道事業特別会計補正予算（第5号）�
追加補正額は328千円で、補正後の予算総額714,731
千円となるものです。小矢部川流域下水道建設負担
金等です。�

▼平成14年度庄川町一般会計予算�
予算総額は、3,339,000千円（対前年比13.5％減）です。�

▼平成14年度庄川町国民健康保険事業特別会計予算�
予算総額は、560,300千円（対前年比6.0％増）です。�

▼平成14年度庄川町老人保健事業特別会計予算�
予算総額は、790,079千円（対前年比9.1％減）です。�

▼平成14年度庄川町土地取得事業特別会計予算�
予算総額は、160,000千円（対前年比41.6％減）です。�

▼平成14年度庄川町下水道事業特別会計予算�
予算総額は、500,658千円（対前年比26.9％減）です。�

▼平成14年度庄川町簡易水道事業等特別会計予算�
予算総額は、7,286千円（対前年比4.0％増）です。�

▼平成14年度庄川町水道事業会計予算�
水道事業収益は、123,746千円を見込み、資本的収支
については、資本的支出を264,972千円にするものです。�

【報　告】�

▼平成13年度庄川町一般会計補正予算（第6号）の専決
処分について�
追加補正額はインフルエンザ予防接種委託料576千
円で、補正後の予算総額4,119,089千円となるものです。�

▼平成13年度庄川町下水道事業特別会計補正予算（第4
号）の専決処分について�
追加補正額は2,000千円で、補正後の予算総額
714,403千円となるものです。青島小矢部線改良工事
に伴う下水道工事施工によるものです。�

【選　挙】�

▼砺波地区老人福祉施設組合議会議員の選挙について�
庄川町青島3468番地　　藤森　栄次　氏　　再任�
庄川町示野27番地　　　藤永　　皋　氏　　再任�

【人事案件】�

▼庄川町固定資産評価審査委員会委員の選任について�
庄川町古上野318番地　　藤井　輝一　氏　　選任�

【議員提出議案】�

▼庄川町議会議員の議員定数条例の一部改正について�
現在14名の定数を10名に減ずるもので、次の一般選
挙より施行されます。�

日曜議会曜議会を傍聴傍聴される町民町民の皆の皆さん�日曜議会を傍聴される町民の皆さん�



人
事
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日
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町
職
員�

　
　
新
　
　
　
氏
　
　
名
　
　 

 
 

旧�

砺
波
広
域
圏
井
波
庄
川
消
防
署�

　
　
新
　
　
　
氏
　
　
名
　
　 

 
 

旧�

﹇ 

課
長 

﹈�

������

総

務

課

長

�

財

務

課

長

�

企
画
調
整
課
長�

������

財
務
課
主
幹�

���

総
務
課
課
長
代
理�

総
務
課
課
長
代
理�

��

庄
川
福
祉
会
へ
派
遣�

�����

住
民
課
係
長�

�������

総

務

課

�

財

務

課

�

財

務

課

�

企
画
調
整
課�

住

民

課

�

住

民

課

�

鵡
川
町
へ
派
遣�

���

総

務

課

�

産
業
建
設
課�

収

入

役

室

�

富
山
県
へ
派
遣�

������

青
島
保
育
所�

青
島
保
育
所�

雄
神
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市町村合併に
つ い て 考 え �
ましょう　　�

● シリーズ ●�

�
�
�
�
�
　新しい町のことについては、合併する市町村が集
まって検討します。庄川町で言えばいろいろな事業
を、できるだけ続けたいと働きかけていきます。継
続期間中の事業については継続できるよう努力して
いきます。�
　庁舎については、住民票の交付などの窓口業務は
継続されます。また庁舎の空スペースについては各
種団体や集会場として活用することもできます。�
�
�
�
�
�
　そのために、昨年自治振興会が発足されました。
コミュニティ活動は「大きい町だから活動できる。
小さな町だから活動できない」というものではない
と思います。そこに住む人の考え方の問題だと思い
ます。新しい町となっても、みんなが幸せで楽しく
暮らせるよう、コミュニティ活動を支援していくべ
きであると考えています。�
�
�
�
�
　よく過疎になった事例として挙げられる村は、合
併が原因で過疎状態になったのでしょうか？そうで
はないと思います。時代の流れと共に交通の便ある
いは勤務地や生活スタイルの変化によって、今のよ
う状態になったのではないでしょうか。市町村建設
計画などが重視される平成の大合併にデメリットは
ないと考えられています。�
�
�
�
�
�
　現在の各市町村にある総合計画は合併を考えずに、
計画されているものです。これからは新しい町の総
合計画（建設計画）」で、十分検討され本当に必要
な施設のみ建設されるものです。もちろん財政計画
を考え長期的に安定した財政運営のもとに実施され
るべきです。�
�

�
�
�

　すべての負担は一番低い所に、サービスは一番高
い所に合わせると言うことではありません。�
　原則的にそうするということです。�
　先進事例では、何もかも負担は低い方に、サービ
スは高い方に調整した自治体はありません。数年か
けて段階的に調整されています。�
　例えば水道料金は企業と同じような考えで、赤字
にならないような設定が必要だと考えています。一
番低いところに設定した結果、赤字が続くから大幅
に値上げするのではなく、将来的に長期的に安定し
た料金設定が望ましいと考えられます。�
　私たちには、私たちの地域にあった自治体規模が
あり、それに見合った制度や負担があるはずです。
これを合併協議で十分に議論し、将来のまちのあり
方や方針を検討しておくべきです。�
　地域の特性を引き出すことや安心した暮らしを守
るために、何が必要で何が不必要なのか、厳しく選
択しなければならないでしょう。�

合併すると、今計画されている庄川
町民総合計画や児童福祉・少子化対
策などが、中途半端で終わったり、
庁舎がなくなるなどの悪影響が生じ
ませんか。�

合併して大きな市になると何でも行政主体となり 、
コミュニティの自主的活動ができなくなるので
ないか。�

合併すると、一般的に「サービスは高い方に、
負担は低い方に調整される」と聞きましたが、
本当にそうできるのですか。�

合併には山村部の過疎化に拍車がかかると思うが 、
合併の先進地はどうでしょうか。�

合併する各町が好き勝手を言えば、公共事業は
片寄ってまちづくりが行われ、むしろ財政が厳
しくなり住民サービスが低下しませんか。�

これまでの出前講座で

参加されたみなさんの

質問をまとめました。�

http://www1.tst.ne.jp/shogawa/

みなさんも鳥になって、時には空から庄川町を考えてみませんか�

11 H14年／4月号�



「
市
町
村
合
併
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
島
田
　
亨（
青
島
）�

　
ま
ず
第
１
回
目
と
し
て
合
併
し

た
当
時
を
振
り
返
り
、
島
田
　
亨

さ
ん（
庄
川
町
元
助
役
）に
お
話
を

う
か
が
い
ま
し
た
。�

　
島
田
さ
ん
が
青
島
村
役
場
に
勤

務
さ
れ
た
昭
和
22
年
は
、５
村（
東

山
見
村
、
青
島
村
、
雄
神
村
、
種

田
村
、
中
野
村
の
一
部
）で「
組
合

立
庄
川
中
学
校
」
が
設
置
さ
れ
た

年
で
、
そ
の
頃
か
ら
一
部
の
有
識

者
の
間
で
東
山
見
村
と
青
島
村
の

合
併
が
さ
さ
や
か
れ
て
い
た
そ
う

で
す
。
組
合
立
庄
川
中
学
校
の
設

置
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
次
に
種

田
村
が
こ
れ
に
参
加
し
た
そ
う
で

す
。
し
か
し
雄
神
村
に
お
い
て
は

現
在
の
金
剛
寺
、
三
谷
地
区
が
般

若
中
学
校
に
通
っ
て
い
た
こ
と
や

生
活
圏
が
安
川
地
区
で
あ
っ
た
こ

と
な
ど
か
ら
最
初
は
反
対
だ
っ
た

そ
う
で
す
。
し
か
し
、
村
の
将
来

を
考
え
分
村
せ
ず
に
合
併
す
る
こ

と
を
希
望
し
、
４
村
で
の
合
併
が

実
現
し
ま
し
た
。
　�

　
庄
川
町
誕
生
が
決
ま
る
各
村
の

議
会
が
開
催
さ
れ
た
５
月
15
日
、

青
島
村
を
除
く
３
村
は
す
ん
な
り

議
決
し
た
そ
う
で
す
が
、
青
島
村

だ
け
は
役
場
予
定
地
が
東
山
見
村

役
場
で
あ
る
こ
と
に
反
対
し
、
夜

遅
く
ま
で
議
会
が
紛
糾
し
、
よ
う

や
く
可
決
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
決

定
事
項
は
合
併
期
日
を
昭
和
27
年

６
月
１
日
、
新
町
名
は
「
庄
川

町
」
、
役
場
は
元
東
山
見
村
役
場

に
置
く
こ
と
、
各
村
の
議
員
定
数

（
別
表
）な
ど
が
決
め
ら
れ
ま
し
た
。�

　
合
併
後
は
各
村
に
出
張
所
が
置

か
れ
た
の
で
す
が
４
年
後
に
は
廃

止
さ
れ
、
雄
神
や
種
田
地
区
の
方�

々
は
今
の
よ
う
に
車
が
な
か
っ
た

時
代
で
も
あ
り
、
た
い
へ
ん
不
便

を
感
じ
て
お
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

近
所
の
方
々
か
ら
「
住
民
票
を
も

ら
っ
て
き
て
欲
し
い
」
「
こ
れ
を

役
場
に
も
っ
て
い
っ
て
欲
し
い
」

と
「
役
場
の
職
員
が
お
使
い
役
と

し
て
近
所
の
方
々
の
足
と
な
っ

た
」
と
お
話
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
庄
川
町
の
将
来
を
考
え
た

道
路
整
備
や
保
育
所
、
学
校
な
ど

の
施
設
整
備
に
取
り
組
む
た
め
に

固
定
資
産
税
率
を
高
く
し
た
こ
と

が
問
題
と
な
り
、
住
民
の
皆
さ
ん

に
納
得
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
た

い
へ
ん
だ
っ
た
そ
う
で
す
。�

　
合
併
し
て
初
め
て
の
町
長
選
挙

と
町
議
会
議
員
選
挙
が
執
行
さ
れ

た
の
は
６
月
30
日
で
、
町
長
選
挙

に
は
２
名
が
立
候
補
し
選
挙
の
結

果
、
初
代
庄
川
町
長
に
前
東
山
見

村
長
の
藤
崎
博
明
さ
ん
（
当
時
45

才
）
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

当
時
は
小
選
挙
区
制
で
町
議
会
議

員
選
挙
が
執
行
さ
れ
、
種
田
地
区

が
定
数
ど
お
り
で
無
投
票
、
東
山

見
、
青
島
、
雄
神
地
区
で
は
選
挙

と
な
り
町
全
体
で
22
名
の
町
議
会

議
員
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
投
票
は

今
と
同
じ
よ
う
に
５
箇
所
で
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
開
票
場
ま
で

投
票
箱
を
運
ぶ
に
は
、
今
の
よ
う

に
車
が
な
く
自
転
車
で
投
票
箱
を

運
び
、
各
地
区
の
駐
在
さ
ん
が
同

伴
し
た
と
い
う
話
も
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。�

　
そ
し
て
７
月
５
・
６
日
の
両
日

に
わ
た
っ
て
庄
川
町
誕
生
の
祝
賀

祭
が
行
わ
れ
、
金
屋
本
町
通
り
を

日
の
丸
を
手
に
、
皆
で
祝
い
の
歌

を
歌
い
な
が
ら
、
パ
レ
ー
ド
し
た

そ
う
で
す
。�

　
昭
和
２７
年
６
月
１
日
、
庄
川
町
が
誕
生
し
今
年
で
町
制
施
行
５０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
各
界
各
層
の

町
民
の
皆
さ
ん
に
登
場
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
当
時
の
楽
し
か
っ
た
こ
と
や
苦
し
か
っ
た
思
い
出
な
ど
を
お
聞

き
し
、
５０
年
の
歴
史
を
１２
回
シ
リ
ー
ズ
で
振
り
返
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。�

―  

50
年
を
振
り
返
っ
て  

―�

昭和27年７月 合併祝賀パレード（金屋地内本町通り）�昭和27年７月 合併祝賀パレード（金屋地内本町通り）�
※旧村からの予算3,406万円に合わせ、合併して固定資産増税分546万円
を上乗せし、3,952万円で新町の予算がスタートしました。�

■ 旧村別村勢�

�

人　　口（人）�

三役含む職員数（人）�

議員数（旧村→新町）（人）�

旧村予算（万円）�

東山見村�

3,465�

14�

16→9�

1,905

青島村�

2,114�

12�

16→6�

625

雄神村�

1,434�

8�

12→4�

397

種田村�

1,293�

12�

12→3�

479

合計�

8,306�

46�

56→22�

3,406

Ｓ
25
�
Ｓ
27
�
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⑯�

⑬�

⑫�

⑪�
⑩�

⑧�

⑨�

⑦�

⑥�
⑤�

①�
②�
③�
④�

⑭�

⑮�

消防消防�
屯所屯所�

公
園�

公
園�

二万石用水�

至井
波�

環
　
状
　
線�

除
雪
機
械�

格
納
庫�

消防�
屯所�

�

東山見保育所東山見保育所�

　●庄川町　●庄川町�
水記念公園水記念公園�

庄
川
庄
川�

●庄川大仏�

東山見保育所�

　●庄川町�
水記念公園�

庄
川�

1区画につき�

200万円の�
宅地取得奨励金�
を交付します�

申込・問合先　企画調整課  TEL 82－1905  FAX 82－3521�
町ホームページURL　http://www1.tst.ne.jp/shogawa/　「得々情報」で情報発信中！�
�

町制施行50周年記念事業宅地取得奨励金制度�

毎月末締切�
平成１４年４月　平成１５年３月の期間中�
【第１回締切　平成１４年４月３０日】�

　町では、地域の活性化と人口の増加を図るため、豊かな自然に恵まれた青島・金
屋地内において１区画の広さが89坪～130坪ある、ゆったりとした優良な宅地全17
区画を整備しました。公共下水道も完備しています。�
区画番号� 面積㎡（坪）� 単価 円/㎡（円/坪）� 価　　格�

①�
②�
③�
④�
⑤�
⑥�
⑦�
⑧�
⑨�
⑩�
⑪�
⑫�
⑬�
⑭�
⑮�
⑯�
⑰�

 296.47㎡ （約90坪）�
 305.38㎡ （約92坪）�
 303.63㎡ （約92坪）�
 294.30㎡ （約89坪）�
 355.34㎡ （約108坪）�
 371.05㎡ （約112坪）�
 357.73㎡ （約108坪）�
 399.61㎡ （約121坪）�
 372.76㎡ （約113坪）�
 394.58㎡ （約119坪）�
 326.82㎡ （約99坪）�
 297.54㎡ （約90坪）�
 347.90㎡ （約105坪）�
 311.65㎡ （約94坪）�
 340.08㎡ （約103坪）�
 429.75㎡ （約130坪）�
 327.33㎡ （約99坪）�

29,645（98,000）�
29,645（98,000）�
29,645（98,000）�
29,645（98,000）�
29,645（98,000）�
29,645（98,000）�
29,645（98,000）�
29,645（98,000）�
29,645（98,000）�
29,645（98,000）�
29,645（98,000）�
29,645（98,000）�
27,225（90,000）�
25,713（85,000）�
24,200（80,000）�
28,000（92,562）�
19,965（66,000）�

８，７８８，８５３円�
９，０５２，９９０円�
９，００１，１１１円�
８，７２４，５２４円�
１０,５３４,０５４円�
１０,９９９,７７７円�
１０,６０４,９０６円�
１１,８４６,４３８円�
１１,０５０,４７０円�
１１,６９７,３２４円�
９,６８８,５７９円�
８,８２０,５７３円�
９,４７１,５７８円�
８,０１３,４５６円�
８,２２９,９３６円�
１２,０３３,０００円�
６，５３５，０００円�

1区画につき�

200万円の�
宅地取得奨励金�
を交付します�

青島地内分譲地�

金屋地内分譲地�

⑰�⑰�

人口�

 増 対策� 庄 川 町 宅 地 分 譲 地 情 報 �

　町制施行５０周年を記念し、町の重点
施策である人口増対策を積極的に推進
するため、町が分譲する宅地について、
その購入者に特例の支援措置をするも
のです。�
・毎月締めとして１カ月ごとに購入者
を決定していく。申込者が重複した
場合は抽選により決定する。�
・奨励金交付後に契約が解除された場
合は、全額返還していただきます。�
・住宅は３年以内に建築すること。�

（　　　　　）�● 用途地域　無指定�
● 建ぺい率　７０％�
● 容 積 率　４００％�

● 地　　目　宅地�

● 用途地域　第一種住居地域�
 （一部工業地域）�

● 建ぺい率　60％�

● 容 積 率　200％�

● 上 水 道　庄川町上水道�
 加入者負担金別途必要�
 （消費税込５２,５００円）�

● 生活排水　公共下水道�
 負担金別途必要�
 ＠510円/㎡�

● 最寄りの保育所　青島保育所�

● 小　　学　　校　庄川小学校�

● 中　　学　　校　庄川中学校�

①～⑯�

定住促進奨励金� 住 宅 奨 励 金 �

　町に定住される学卒就業者、Ｕターン定住者、転
入定住者のうち満15才以上60才以下の方�
交付額…学 卒 就 業 者  10万円�

Ｕターン定住者 （単身） 10万円�
 （家族） 20万円�
転 入 定 住 者 （単身） 5万円�
 （家族） 10万円�

（奨励金の交付は１人１回限り）�

　町内に新たな土地を求め一般新築住宅を取得され
た方（自己住居用に限ります）�
交 付 額…固定資産税（土地・家屋）の相当額を交付。

（１年間20万円を限度とする）�
交付期間…新たに固定資産税（土地・家屋）を課税され

る年から３年間�

13 H14年／4月号�



町体育指導委員設立４０周年記念式典�

14H14年／4月号�

�国  際�
No.８５�

むかわ�
No.７１�

ジョンの�
イギリスあれこれ！�

スポーツ�スポーツ�
第７回町民室内ペタンク大会�
と　き　２月24日（日）�
ところ　町民体育センター�
参加チーム数　32チーム�
　１位　中之島21区Ｄ　　２位　中之島21区Ａ�
�
第15回町男女混合ビーチボール大会�
と　き　３月３日（日）�
ところ　町民体育センター�
参加チーム数　12チーム�
　１位　うりわりビーチＡ　　２位　38区�

�

第20回東西砺波郡民体育大会冬季大会スキー競技会�
と　き　３月10日（日）�
ところ　スノーバレー利賀スキー場�
ジャイアントスラローム�
　一般男子Ｂ　１位　坂口　　通　�
　一般男子Ｃ　２位　冨樫　雄二�
　一般男子Ｄ　２位　水本　俊一�
�
第９回全日本スノーボードテクニカル選手権大会�
兼第５期デモンストレーター認定会�
と　き　３月17日（日）�
ところ　北海道ルスツリゾート�
アルパイン部門　男子３位　倉田英毅�

　民族衣装について聞いてみました。�
Ｑ：それぞれの国に民族衣装がありますが、
イギリスではどうですか？�
Ａ：イギリスは伝統を重んじる国ですが、民
族衣装といえるほどのものはありません。ス
コットランドには有名なキルトがあります。
これは主にスコットランド高地の男性が着用
する、まきスカートみたいなものです。キル
トには、それぞれタータン・チェック（格子縞）
があります。その模様は家族や家柄によって
特徴があります。�
　日本の着物とスコットランドのキルトは、
大変伝統的なものですが、日常生活のなかで

はあまり着用されず、儀式
や特別な行事で着用されて
いる点で、共通点があると
いえるかもしれません。�
　着物姿を見れば、日本人
だと分かる程、着物は日本
の文化に密着しており、長
い歴史を通して今でも生き
ていることは、大変素晴ら
しいことだと思います。�

　３月８日（金）町体育指導委員協議会設立40周年
記念式典が行われました｡�
　昭和37年に５名の体育指導委員によって歴史の
１頁が開かれ、現在は20名の皆さんが活躍されて
います｡�

　近年健康への関心が高まり、豊かなスポーツラ
イフを楽しむ方々が増え、体育指導委員の責務も
多様化･高度化しています。健康で明るく活力に
満ちた生涯スポーツの推進に、今後ともご支援、
ご協力をお願いします｡�

　昨年、桜の季節
に庄川町に赴任し
１年がたちました。
着任当初、緑多き

散居村の美しさに驚きながら、新人に立ち戻っ
たような緊張感を持って初登庁したのがつい最
近の出来事のように思われます。今、我が家の
お茶の間では、妻の標準語、私のインチキな富
山弁、子どもの保育所仕込みのキトキト庄川弁
が入り混じった、何とも不思議な会話が飛び交
っています。皆さんのおかげをもちまして家族
共々、無事庄川町での２年目の生活を迎えるこ
とができました。�
　昨年のわが鵡川町は、田畑真紀さんのオリン
ピック出場や鵡川高校の甲子園での活躍など明
るく元気の出る出来事が続きました。しかし、
過疎地域指定、小学校再編、合併問題など鵡川
町が直面する課題は山積みです。合併論議先行
の庄川町で、まちづくりの勉強をさせていただ
けることを感謝しつつ、さらに多くの方々との
出会いを楽しみにしています。これからもよろ
しくお願いします。�

派遣職員　宮崎　恒充（企画調整課）�



一
言�

15 H14年／4月号�

　
４
月
は
入
学
、
入
社
の
シ

ー
ズ
ン
で
す
。
新
入
学
生
や

新
入
社
員
の
緊
張
に
満
ち
た

様
子
を
見
る
と
、
こ
ち
ら
も

知
ら
ず
に
身
が
引
き
締
ま
る

思
い
が
し
ま
す
。
そ
し
て
い

つ
ま
で
も
そ
の
緊
張
感
を
忘

れ
ず
に
い
て
欲
し
い
も
の
だ

と
思
い
ま
す
。�

　
私
は
以
前
あ
る
団
体
の
会
計
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
団
体

は
、
町
か
ら
の
補
助
金
を
受
け
て
運
営
し
て
お
り
、
単
年
に
予
算
を

使
い
切
っ
て
し
ま
わ
な
い
と
翌
年
度
の
補
助
金
が
減
額
さ
れ
る
と
理

解
し
、
必
要
で
な
い
物
も
買
い
求
め
予
算
消
化
を
し
た
記
憶
が
あ
り

ま
す
。�

　
町
の
財
政
状
況
が
厳
し
く
、
昔
の
よ
う
な
様
々
な
団
体
に
漫
然
と

し
た
補
助
金
の
交
付
は
行
わ
れ
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま

だ
町
民
の
理
解
は
あ
の
頃
の
私
と
同
じ
状
況
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。�

　
補
助
金
が
そ
の
団
体
に
必
要
な
も
の
か
ど
う
か
。
ま
た
、
団
体
運

営
に
適
正
に
使
わ
れ
て
い
る
か
常
に
厳
し
く
審
査
し
、
少
し
の
無
駄

も
省
く
よ
う
お
互
い
に
努
力
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。�

　
今
年
は
町
制
施
行
50
周
年
の
節
目
の
年
と
な
り
、
町
で
は
様
々
な

行
事
が
計
画
さ
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
新
た
な
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
に
も
、
過
去
の
風
習
や
し
き
た
り
に
流
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

新
入
生
や
新
入
社
員
の
よ
う
に
常
に
緊
張
感
を
持
っ
て
、
根
本
を
見

す
え
た
仕
事
の
仕
方
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。�

『 
心
に
緊
張
感
を
持
っ
て 

』�

町政モニター�

島田　よお子�

１�

２�

３�

４�

５�

６�

７�

８�

工　　事　　等　　名� 工　　　期� 落 札 業 者 � 備 　 考 �請負金額（円）�工事箇所�

管路番号１９－１路線汚水管渠布設�
工事�

雄神処理施設機能強化（その１）工事�

町道第１２号線改良工事　第１３工区�

町 道 第 ２８ 号 線 改 良 工 事 �

町道第３９号線法面改修工事�

Ｍ１４５－２号汚水管渠布設工事�

道 路 愛 称 標 識 設 置 工 事 �

金屋配水池築造測量・調査・設計�
業務委託�

2月22日から3月25日まで�

 3月15日から3月29日まで�

3月 8 日から3月29日まで�

3月 8 日から3月29日まで�

3月 8 日から3月29日まで�

3月13日から3月29日まで�

3月13日から3月29日まで�

3月15日から6月28日まで�

県道本町高木出線�
五ケ地内�

庄永閣前�
上田千之宅前�

旧三光合成㈱裏�

畑 直 地 内 �

五 ケ�

三 谷 �

金 屋 �

青 島 �

横 住 �

金 屋 �

一 円 �

金 屋 �

1,785,000�

177,975,000�

6,772,500�

2,803,500�

1,438,500�

2,740,500�

1,785,000�

13,125,000

㈱ 竹 部 工 業 �

神下組・鹿島建設雄神処
理施設機能強化（その1）
工 事 共 同 企 業 体 �

宮 窪 建 設 ㈱ �

水 上 工 業 ㈱ �

㈱ 沖 田 組 �

太 田 配 管 ㈱ �

中 部 交 通 標 識 ㈱ �

㈱中央設計技術研究
所 　 富 山 事 務 所 �

番号�

工 事 等 入 札 結 果 �（２/２１～３/２０）� 工事期間中は、町民の皆さんにたいへんご迷惑をおか
けしますが、ご協力お願いします。�

区長紹介�平成14年度、各区をお世話いただく区長さんです。１年間よろしくお願いします。（敬称略）�
川 上 　 市 三 �
千 秋 　 孫 一 �
中 谷 　 義 則 �
南 部 　 　 進 �
東 　 　 孝 春 �
上 田 　 　 弘 �
齋 藤 　 久 光 �
齊 藤 　 市 郎 �

京 部 　 昭 一 �
水 村 　 芳 昭 �
松 原 　 正 之 �
上 野 　 昭 作 �
山 田 　 長 平 �
滝 本 勝 與 士 �
東 　 　 信 敏 �
齋 藤 　 國 良 �

但 田 　 正 昭 �
山 本 　 勇 治 �
大 浦 　 盛 雄 �
里 子 　 大 海 �
柴 田 　 博 基 �
藤 永 　 静 雄 �
寺 田 　 修 康 �
泉 野 　 外 吉 �

式 部 　 吉 正 �
大 　 外 喜 雄 �
田 中 　 與 八 �
石 黒 　 　 　 �
堂 　 　 幸 明 �
伊 東 　 　 甫 �
米 澤 　 一 雄 �

１ 区 �
２ 区 �
３ 区 �
４ 区 �
５ 区 �
６ 区 �
７ 区 �
８ 区 �

９ 区 �
1 0 区 �
1 1 区 �
1 2 区 �
1 4 区 �
1 5 区 �
1 9 区 �
2 0 区 �

2 1 区 �
2 2 区 �
2 3 区 �
2 4 区 �
2 5 区 �
2 6 区 �
2 7 区 �
3 8 区 �

2 8 区 �
3 0 区 �
3 1 区 �
3 3 区 �
3 4 区 �
3 5 区 �
3 6 区 �

高岡市�

富山市�



きれいな町をめざして�

環境モニター始動�

河川ダムでは全国初!! 関西電力㈱小牧ダム�

国登録有形文化財に登録�

中
世
城
館
跡
や�

中
世
墳
墓
群
を
確
認�

庄川特産「種もみ」について語ろう�

とやまシード・オブ・ザ・イヤー初受賞される�

皆さんからの身近な情報、地域の活動など、
町の情報の提供をお待ちしています。�

　企画調整課 　82-1905

　町では、美しい水と緑の自
然環境を守るため、昨年４月
より環境モニターを２名委嘱し、
町内の巡回や投棄物の撤去、環境美化の啓発活動などを行っています。�
　冬期間は巡回を休止していましたが、雪解けの３月10日（日）より活
動を再開しました。初日から多くの箇所でポイ捨てや犬のフンを発見
し、不法投棄のされている箇所の多い現状を再認識する結果となりま
した。�
　環境モニターには今後、休日も含め巡回していただき、山菜取りや
旅行者の方にも環境美化の啓発を行っていただくことにしています。
町民皆さんの協力で美しい庄川町を守りましょう。�

　小牧ダムは発電用堰堤として昭和５
年に完成しました。本格的な重力式コ
ンクリートダムで地震を考慮したダム

として当時は東洋一のダムとして名を馳せました。�
　この小牧ダムが国土の歴史的景観に寄与してきたことが評価され、所有
者の同意を得て今回の登録となったものです。�

　雄神公民館では、地区
住民の皆さんと３月17日
（日）に雄神山間部埋蔵文
化財分布調査を実施しま
した。昭和58年に試掘調
査した壇城跡の東側山間部からは、
敵の侵入を防御する大小の空堀や土塁、
帯郭、堅掘などの中世城館遺構が確
認できました。�
　また、この日は雄神地区の文化財
を調査したり見学したりし、これか
らも地域を知る機会を設けたいと語
っておられました。�
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　３月23日（土）ふれあいセンターにおいて、種もみ生産者など
80名により「種もみシンポジウム」が開催されました。�
　「今後の品種育成の展望と種もみ生産」について県農業試験
場作物課長　山本良孝さんが講演されました。また６名の有識
者の皆さんによる「種もみ産地としての今後のあり方」につい
ての意見討論会も行われ、新しい品種の種もみや、後継者問題
などについて協議されました。�

　全国一優良な「富山の種もみ」を生産、振興するため県内６
地区の種場より選抜されたコシヒカリから最優良種子に森綱一
雄さん（示野）、優良種子に伊東文雄さん（古上野）が選ばれま
した。�
　今後、種もみの産地としてさらに優れた良質種子を目指され、
後継者育成の指導をお願いします。�

■ 国登録有形文化財とは■�
　築造50年が経過し、①国土
の歴史的景観に寄与しているも
の②造形の規範となっているも
の③再現することが容易でない
もののいずれかに該当するもの
で、古き良き建造物を活用しな
がら残してゆく制度です。�
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（社）庄川町シルバー人材センター設立�
　「自主・自立・共働・共助」の理念のもと、高
齢者の地域社会への参加と生きがいづくり、高齢
者福祉の向上を図るため、昭和61年、庄川町シル
バー人材センターが設立されましたが、これまで
以上の運営機能の強化を図ることを目的に、去る
２月８日付で「社団法人庄川町シルバー人材セン

ター」として認可されました。また新理事長に宅
間三郎さん（商工会長）が就任されました。�
　60歳以上の皆さん、シルバー人材センターに登
録し生きがいのある生活を送りませんか？�

問合先　（社）庄川町シルバー人材センター�
　　　　　82－5335

　３月３日（日）ふれあいセンターにおいて生涯学習フェステ
ィバルが開催されました。�
　午前中のワークショップでは、マジック、バルーンアート、
越中庄川玉すだれ、ニュースポーツなどの体験コーナーをは
じめ、子どもお茶室や子ども科学教室、町連合婦人会による
フリーマーケットなどでにぎわいました。�
　午後からは、「日本の文化・英国の文化」をテーマに町ＡＬ
Ｔのジョン・ショートさんの事例発表がありました。�
　記念講演では、女優の藤田弓子さんが「いつも何かにときめ
いていよう」と題しご講演をされました。�
　また、町の社会教育や文化の向上のためご尽力された方々
に教育文化表彰、併せて「第５回川の情景を詠む」優秀短歌の
表彰及び「第４回読書感想文コンクール」優秀作品の表彰が行
われました。�
　受賞者は次のとおりです。�
庄川町教育文化表彰（敬称略）�
◇功労表彰�
菊池　武雄（庄） 森田　礼子（三谷）�
宮嶋　弓子（青島） 岩本　久子（井波町）�
細川　諒輔（五ヶ） マジック サムチップ（団体）�

第４回　読書感想文コンクール（敬称略）�
◇一般の部�
最優秀賞（読売新聞社賞）�
　　　　　中井　溥子（五ケ）�
優 秀 賞　太田　秀治（金屋）�
◇中学生の部�
最優秀賞（北陸中日新聞社賞）�
　　　　　吉田　　梓（五ケ）�
優 秀 賞　宮本　泰士（金屋）�
　　　　　江田　有理（金屋）�
◇小学生高学年の部�
最優秀賞（富山新聞社賞）�
　　　　　千秋　美奈（青島）�
優 秀 賞　武田　佳織（庄）�
　　　　　坂口　　渚（庄）�
◇小学生低学年の部�
最優秀賞（北日本新聞社賞）�
　　　　　服部　　楓（青島）�
優 秀 賞　山下恵里奈（金屋）�
　　　　　川嶋　宏明（金屋）�

17 H14年／4月号�

教育文化表彰受賞者の方々　左前列から細川さん、宮嶋さん、菊池さん、マジックサムチップ代表中谷さん、岩本さん、森田さん�



小学校�
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学校は楽しいよ�
　小学校では、「新１年生が希望を持って入学
できるように」といろいろな取り組みをしてき
ました。まず２月には半日入学を行い１年生と
一緒に授業を受けました。�
　また、３月６日・８日の２日間にわたって、
１年生が各保育所を訪問し、学校で学んだこと
などを紹介しました。子どもたちは、各自で紙
を切り抜いて人形を作り、国語で勉強した「た
ぬきの糸車」を題材に人形劇を発表しました。
また、「こんなことができるようになったよ」
と二重跳びやこままわしなどの発表も行いました。�
　１年生の子どもたちは、昨年までお世話にな
った先生や保育所の子どもたちとの再会を楽し
みにしていましたが、一方ではずいぶん緊張も

していたようです。しかし当日の様子を見ると、
伸び伸びと楽しんで発表しているようでした。�
　その声を紹介します。�
　Ｔさん「ほいくしょのみんなに見てもらって
どきどきしたけど、大きなこえでいえてよかっ
たな。ぼくのほいくしょにいたときをおもいだ
すな」�
　Ｎさん「みんながこまとか見てくれてうれし
いとおもいました。つくしぐみの人たちが１年
生になってがんばるところを見てみたいです」�
　Ｏさん「みんな「すごいな」っていってくれて、
うれしかった」�
　一人ひとりが心をときめかせた訪問でした。�

学校は楽しいよ�

ヨーヨー上手く
いくかな？�

昔の遊び「こま」
に挑戦しました�

あやとりで川を
作ったよ�

集中してだるま
おとしに挑戦�

二重とびもできる
ようになったよ�

けんばんハーモニカ�
上手にふけるように
なったよ�

クラスの力を合わせて
がんばった人形劇�

「たぬきの糸車」�
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巣立ちの清掃奉仕活動�巣立ちの清掃奉仕活動�
　３月５日（火）、３年生が「巣立ちの清掃奉仕活
動」を行うためにランチルームに集まりました。
「３年間お世話になった校舎をきれいにすること
で、感謝の気持ちを表しましょう」という宮本泰
士君のあいさつと、山本　晃君からの活動説明
を受け、それぞれ特別教室の床磨きとワックス
がけ、また雪囲いの撤去作業へと移りました。�
　翌日は、ワックスがけのために廊下に出した

机や椅子などを教
室に入れる活動を
行いました。生徒
たちは、自らの手
で見る見るうちに
復元されていく教
室の様子を見て、
「自分たちの使う
学校は自分たちで
きれいにする」と

いう活動が、非常に大
切であることを学んで
いるように思えました。�
　活動中の生徒に感想
を聞いてみました。�
Ａ　君：ちょっと寒い
けど、雪囲いの撤去は楽しいです。家の雪囲い
の片付けも手伝おうと思っています。�
Ｂさん：床磨きは、疲れました。いつの間にか、
こんなに汚れてしまうことが分かりました。�
Ｃさん：窓磨きは、１枚１枚のガラスが透明に
なっていくので、やりがいがあります。�
Ｄ　君：今日はポリッシャ－（床を磨く機械）を
使いました。人がやるのを見ていると簡単そう
だけど、自分でやってみると結構難しいものだ
と分かりました。次はバキューム（水を吸い取る
機械）をやってみたいです。�

春をみーつけた�春をみーつけた�

中学校�中学校�

東山見保育所�東山見保育所�

　ポカポカとした暖かな日差しの中、２・３歳
児の子どもたちが春を探しに散歩に行きました。�
　フキノトウを見つけて、「これ何？」「何か、
においがするよ」と不思議そうに手に取る子ど
もたち。�
　もう少し足をのばして歩いていくと、クロッ

カスや桃の花も
見つけ、「あっ、
春みーつけた」
と得意そうです。�
　黄色やピンク
色のかわいい花に、
子どもたちの手

はいつのまにか、お花
の方へ・・・�
　道端の小さな花や頬
をなでる春風にも、た
くさんの春を感じなが
ら心ゆくまでお散歩を
楽しみました。�
　これからも、いろん
なことに出会う戸外へ
出かけ、全身で季節感
を味わい、回りの出来事に興味や関心が持てる、
感性豊かな子どもたちに育ってくれるよう願って
います。�

校舎前の雪つりをはずす
生徒たち�

３年間お世話になった校舎の窓をみ
がく生徒たち�



◆開館時間◆�
　火～木曜日　　9：30～18：00�
　金　曜　日　　9：30～20：00　�
　土・日曜日　　9：30～16：00�

◆休 館 日◆�
　月 曜 日　　     1日、8日、15日、22日、29日�
　振替休館　　　30日�

小 説 �

�

�

�

�

�

�

エッセイ�

一般書�

�

�

�

児童書�

枝の折れた小さな樹�

盲目の女神�

魔痕�

はぐれ牡丹�

心のこり�

この世で一番のメッセージ�

�

おかめなふたり�

原点をみつめて�

応援します、あなたの旅立ち�

変化を乗り越える人、つまずく人�

�

ぐりとぐらのおおそうじ�

けんたくんとはたらくくるま�

子ども放送局　番組予定�

「科学・技術」�
ソーラーにかける夢�

4/13�
（土）�

「手芸」�
あやとりや手品など遊びの結びを紹介�

4/27�
（土）�

時　間　10：30～15：30�
場　所　図書館 児童室�
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■新着図書�
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※この他の新着図書は、町ホームページで紹介しています。�
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鈴木　光司�

井上　　淳�

森村　誠一�

山本　一力�

藤堂志津子�

�

オグ・マンディーノ�

群　ようこ�

　曽野　綾子�

大平　光代�

�

ポール・エドワーズ�

やまわきゆりこ�

うのおさむ�

ほか多数�

フリーマーケット庄川なんでも市の
開催について�
日　程　４月２８日（日）�
　　　　午前９時～午後１時�
場　所　水記念公園�
問合先　庄川なんでも市実行委員会�
　　　　町商工会内�
　　　　TEL８２－１１５５　FAX８２－５３４１�

中学校3年生修学旅行（～4/26）　広島・関西方面�

一般相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�

中国語講座　19：30～　農村環境改善センター�

法律相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�
小学校遠足�

障害者相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�
行政相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�
一般相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�

小学校学習参観　13：30～　小学校�

庄川木工まつり（～5/5）　9：00～17：00　水記念公園�

中国語講座　19：30～　農村環境改善センター�

２１�

２２�

２３�

２４�

２５�

２６�

２７�

２８�

２９�

３０�

5/1�

2�

3�

4�

5

「猛スピードで母は」�
　　　　長嶋　有　著�

　「私、結婚するかもしれないから」
アクセルを踏み込んで前方の軽自動
車を抜き去ると、母は結婚を口にし
た。外国帰りだというその男に慎は
気をゆるすが…。芥川賞受賞の表題
作と文学界新人賞受賞作「サイドカ
ーに犬」を収録。�

4/5～5/5



〈一般診療〉�
  4月14日（日） 富 田 医 院 （福光） 52－0392�
  4月21日（日） 鷹 西 医 院 （井波） 82－3231�
  4月28日（日） 中田ヨシオ内科医院 （福光） 52－3200�
  4月29日（月） 野 村 病 院 （井波） 82－0075�
  5月  3日（金） 平 川 医 院 （庄川） 82－3812�
  5月  4日（土） 福野厚生病院 （福野） 22－3555�
  5月  5日（日） ふくの若葉病院 （福野） 23－1011�
  5月  6日（月） 細川産婦人科クリニック （福光） 52－2000�
〈歯科診療〉�
  4月14日（日） 川口歯科医院 （城端） 62－0105�
  4月21日（日） 山本武夫歯科医院 （井波） 82－5323�
  4月28日（日） 林 歯 科 医 院 （井波） 82－3283�
  4月29日（月） 山本歯科クリニック （井波） 82－5000�
  5月  3日（金） 村井歯科医院 （庄川） 82－5366�
  5月  4日（土） 斎藤歯科クリニック （福野） 22－2122�
  5月  5日（日） 山本歯科医院 （福野） 22－4455�
  5月  6日（月） 仲村歯科医院 （福野） 22－2659

行 事 名 �対 象 者 �日　　程� 受 付 時 間 �実施場所�

3歳児健診�

3か月児健診�

離乳食相談会�

健 康 相 談 �

ツベルクリン�
�
反 応 検 査 �

ツ 反 判 定 �
�
BCG接種�

三 種 混 合 �
予 防 接 種 �

H10.9～H11.1月生�

H 1 4 . 1 月 生 �

H 1 3 . 7 ～ 8 月生 �

希 望 者 �

中 学 校 1 年 �
中 学 校 2 年 �

小 学 校 1 年 �

中 学 校 1 年 �
中 学 校 2 年 �

小 学 校 1 年 �

H 1 3 . 1 ～ 1 0月生�

H13 . 11～12月生�

(水)�

(火)�

(金)�

�

(火)�
�

(火)�

(木)�
�

(木)�

(火)�

(金)

午後12：45～1：15�

午後1：00～1：30�

午前10：00�

午前9：30～12：00�

午後1：00～2：00�

午後1：00～1：30
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4月24日�

4月30日�

5月10日�

毎週金曜日�

4月9日�
�

4月16日�

4月11日�
�

4月18日�

4月23日�

4月26日�

〈スローガン〉�

春の全国交通安全運動�

4月6日（土）～15日（月）�
安全はゆずるやさしさ　まつゆとり�

H14年／4月号�21

重点目標�
①子どもと高齢者の交通事故防止�
②シートベルトとチャイルドシート着用の徹底�
③飲酒運転など悪質・危険な運転の追放�

中1年時、BCG接種者�

中1年時、BCG接種者�

Ⅰ期（初回）�

保健センター�

砺波保健所�

青島児童館�

保健センター�

庄 川 中 学 校 �
�

庄 川 小 学 校 �

庄 川 中 学 校 �
�

庄 川 小 学 校 �

保健センター�

献 血 の お 知 ら せ �
日　程　４月１７日（水）　午後１時３０分～�
場　所　役場正面玄関�
※今回の献血は４００mlと２００mlです。みなさ
んのご協力をお願いします。�
問合先　住民課保険衛生係　TEL８２－１９０２�

中国語講座　19：30～　農村環境改善センター�
健康相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�
中学校入学式　10：00～　中学校体育館�

春の全国交通安全運動　（～4/15）�

交通安全町民大会　７：30～　町民体育センター�
庄川町消防団春季訓練　6：00～　金屋地内�

小・中学校離任式�

子育て相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�

介護相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�
一般相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�
雄神山間部埋蔵文化財分布調査報告会�
　　　　　　　　　　　　19：30～21：30　雄神集会センター�

住宅改造相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�

第27回春季町民野球大会�
　　　　　　　　　　9：00～　町民運動場・弁財天野球場�
第6回北日本新聞社杯町民ペタンク大会�
　　　　　　　　　　　　　　　　12：45～　町民運動場�

中国語講座　19：30～　農村環境改善センター�
人権相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�

行政相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�
一般相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�

女性問題相談　13：30～15：30　農村環境改善センター�

4/5�

6�

7�

8�

9�

１０�

１１�

１２�

１３�

１４�

１５�

１６�

１７�

１８�

１９�

２０�

くらしのカレンダー�

■健診・相談・予防接種のお知らせ■�

（診療時間　午前9時～午後5時）�
■日曜・祭日連絡医院■�



��
庄
川
木
工
ま
つ
り�

日
　
時�

　
５
月
３
日（
祝
）〜
５
日（
日
）�

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時�

場
　
所
　
水
記
念
公
園�

内
　
容�

　
庄
川
挽
物
を
一
堂
に
集
め
、

ケ
ヤ
キ
の
名
木
や
形
の
変
わ
っ

た
珍
木
な
ど
を
販
売
す
る
木
材

市
の
ほ
か
、
白
木
の
皿
に
絵
付

け
を
楽
し
む
体
験
コ
ー
ナ
ー
・

工
作
教
室
や
日
本
一
の
大
型
ロ

ク
ロ
の
実
演
も
行
い
ま
す
。�

　
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。�

�

狂
犬
病
予
防
注
射
は
必
ず�

受
け
ま
し
ょ
う�

　
犬
の
狂
犬
病
予
防
注
射
の
接
種

は
飼
主
に
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。�

　
次
の
日
程
で
予
防
注
射
を
実
施

し
ま
す
の
で
、
必
ず
受
け
ま
し
ょ

う
。�

実
施
日�

　
４
月
26
日（
金
）�

・
午
前
９
時
〜
午
前
12
時�

　
　
庄
川
町
役
場�

・
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
２
時�

　
　
雄
神
体
育
館�

・
午
後
２
時
30
分
〜
午
後
３
時�

　
　
種
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー�

※
当
日
、
予
防
注
射
を
受
け
ら
れ

な
い
方
は
、
か
か
り
つ
け
の
獣

医
で
注
射
を
し
、
役
場
ま
で
届

け
出
て
く
だ
さ
い
。�

※
当
日
、
犬
の
フ
ン
処
理
用
袋
を

斡
旋
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
（
詳
し
い
こ

と
は
狂
犬
病
予
防
注
射
の
案
内

ハ
ガ
キ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）�

問
合
先
　
住
民
課
保
険
衛
生
係�

　
　
　
　
　
82
‐
１
９
０
２�

�

砺
波
地
方
介
護
保
険
事
業
計
画

策
定
に
係
る
懇
話
会
委
員
募
集�

　
砺
波
地
方
介
護
保
険
組
合
（
12

市
町
村
）
で
は
平
成
15
年
度
か
ら

平
成
19
年
度
の
事
業
計
画
の
策
定

に
係
る
懇
話
会
委
員
を
募
集
し
ま

す
。�

 

応
募
資
格�

４
月
１
日
現
在
満
40
才
以
上
で
、

３
カ
月
以
上
町
内
に
住
ん
で
お

ら
れ
る
方�

募
集
人
員�

12
市
町
村
全
体
で
３
名
（
応
募

多
数
の
場
合
は
抽
選
）�

応
募
期
限
　
４
月
30
日（
火
）ま
で�

応
募
方
法
　
は
が
き
に
住
所
、
氏

名
、
性
別
、
電
話
番
号
を
記
入

し
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。�

応
募
、
問
合
先�

　
砺
波
地
方
介
護
保
険
組
合�

　
砺
波
市
栄
町
７
―
３�

　
　
34
‐
８
３
３
３�

�

緑
の
募
金
の
お
願
い
　
　�

― 

森
林
は
　
地
球
を
守
る
　
宝
物 

―�

　
緑
と
水
の
ふ
る
さ
と
、
心
の
ふ

る
さ
と
で
あ
る
森
林
を
「
自
ら
の

手
で
守
り
育
て
る
」
た
め
の
身
近

な
取
り
組
み
と
し
て
、
緑
の
募
金

を
実
施
し
ま
す
。�

募
金
期
間
　
４
月
〜
５
月�

１
世
帯
当
た
り
　
１
本
１
０
０
円

以
上�

※
募
金
の
取
り
ま
と
め
な
ど
は
、

各
区
長
さ
ん
に
お
願
い
し
て
い
ま

す
の
で
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。�

問
合
先
　
産
業
建
設
課�

　
　
　
　
　
82
‐
１
９
０
４�

�

パ
ソ
コ
ン
教
室
（
４
・
５
・
６
月
）

受
講
者
募
集�

【
４
月
】
ワ
ー
ド
初
級
（
一
般
）�

　
２
時
間
×
４
回�

対
　
象�

　
初
め
て
文
書
を
作
成
さ
れ
る
方�

日
　
時�

４
月
16
・
17
・
18
・
19
日�

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分�

場
　
所
　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー�

受
講
料
　
一
講
習  

４
、０
０
０
円

　
　
　
　（
４
回
分
）�

【
５
月
】
エ
ク
セ
ル
初
級（
一
般
）�

　
２
時
間
×
４
回�

対
　
象
　
初
め
て
パ
ソ
コ
ン
で
表

計
算
を
さ
れ
る
方�

日
　
時�

５
月
14
・
15
・
16
・
17
日�

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分�

場
　
所
　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー�

受
講
料
　
一
講
習  

４
、０
０
０
円

　
　
　
　（
４
回
分
）�

【
６
月
】
ワ
ー
ド
初
級（
高
齢
者
）�

　
２
時
間
×
４
回�

対
　
象
　
65
歳
以
上
の
方�

日
　
時�

６
月
４
・
５
・
６
・
７
日�

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分�

場
　
所
　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー�

受
講
料
　
一
講
習  

４
、０
０
０
円

　
　
　
　（
４
回
分
）�

申
込
方
法�

官
製
ハ
ガ
キ
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。�

※
電
話
で
の
受
け
付
け
は
行
い

ま
せ
ん
。�

住
　
所�

庄
川
町
青
島
３
６
０
７�

教
育
委
員
会
教
務
課
パ
ソ
コ
ン

講
習
　
宛�

　
82
‐
６
４
３
１�

記
載
項
目�

①
氏
名
　
②
住
所
　
③
電
話
番

号
　
④
受
講
希
望
月�

問
合
先
　
教
育
委
員
会
教
務
課
　

　
　
　
　
　
82
‐
５
０
０
７�

�「
第
５
回
川
の
情
景
を
詠
む

短
歌
」
作
品
詠
草
集
を
頒
布

し
ま
す�

　
全
国
各
地
か
ら
「
川
の
情
景
」

を
詠
題
に
応
募
の
あ
っ
た
作
品
を

ま
と
め
た
詠
草
集
が
で
き
ま
し
た
。�

希
望
さ
れ
る
方
に
は
１
冊
１
、０

０
０
円
で
頒
布
し
ま
す
。�

問
合
先
　
教
務
課
文
化
振
興
係�

　
　
　
　
　
82
‐
５
０
０
７�

�

車
椅
子
の
無
料
貸
し
出
し
を

行
っ
て
い
ま
す�

　
こ
の
た
び
、
社
団
法
人
砺
波
法

人
会
よ
り
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

車
椅
子
２
台
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま

し
た
。�

　
介
護
や
通
院
、
旅
行
な
ど
に
車

椅
子
が
必
要
な
場
合
は
無
料
で
貸

し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。�

問
合
先
　
町
社
会
福
祉
協
議
会�

　
　
　
　
　
82
‐
３
５
２
０�

�

内
閣
総
理
大
臣
の
書
状
を�

贈
呈
し
ま
す�

　
先
の
大
戦
で
戦
地
等
に
派
遣
さ

れ
た
「
旧
日
本
赤
十
字
社
救
護
看

護
婦
」、
「
旧
陸
海
軍
従
軍
看
護

22H14年／4月号�



町制施行50周年を記念し、庄川町内を描いた
絵画作品を公募し、その入選入賞作品を展示
します。�
会　　期　11月９日（土）～12月15日（日）�
応募規定�
種目／日本画・油彩画（パステル・水彩を含む）�

版画など絵画作品�
　　規格／一般の部�

　６号以上、30号以内で額装が必要�
　小中学生の部�
　４つ切り画用紙まで。額装必要なし�

　　　　　その他�
平成13年以降に制作された未発表
作品�

応募方法　電話で申し込みください。必要書
類をお送りします。�

搬 入 日　10月１日（火）～10月３日（木）　
問 合 先　庄川美術館　　82－3373

公募「庄川町を描く絵画展」に
応募しませんか�

松村外次郎彫刻マップ（県内版）
を発刊します�

庄川美術館� 婦
」
の
方
々
（
慰
労
給
付
金
受
給

者
を
除
く
）
に
、
そ
の
ご
苦
労
を

報
い
る
た
め
内
閣
総
理
大
臣
の
書

状
を
贈
呈
し
ま
す
。
請
求
の
期
限

は
、
平
成
15
年
３
月
31
日
で
す
。�

請
求
用
紙
は
日
本
赤
十
字
社
庄
川

分
区（
社
会
福
祉
協
議
会
内
）に
あ

り
ま
す
。�

問
合
先
　
町
社
会
福
祉
協
議
会�

　
　
　
　
　
82
‐
３
５
２
０�

�

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
募
集�

募
集
種
目�

一
般
・
技
術
・
歯
科
・
薬
剤
幹

部
候
補
生（
一
般
の
中
に
音
楽
・

飛
行
要
員
を
含
む
）�

受
付
期
間
　
４
月
８
日（
月
）か
ら

　
　
　
　
５
月
10
日（
金
）ま
で�

応
募
資
格
　
20
歳
以
上
26
歳
未
満

の
者
（
修
士
の
学
位
を
受
け
た

者（
見
込
み
含
む
）は
、
28
歳
未

満
）�

※
歯
科
、
薬
剤
幹
部
候
補
生
の
受

験
資
格
に
つ
い
て
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。�

試
験
期
日
　
５
月
25
日（
土
）�

試
験
会
場
　
富
山
市
内�

試
験
種
目
　
筆
記
試
験�

問
合
先�

　
自
衛
隊
砺
波
募
集
案
内
所�

　
　
33
‐
３
７
９
７�

�
二
万
石
用
水
土
地
改
良
区�

職
員
募
集�

募
集
人
員
　
男
子
１
名�

�

応
募
資
格�

・
二
万
石
用
水
土
地
改
良
区
組

合
員
の
子
弟�

・
高
等
学
校
卒
業
以
上
　
満
30

才
ま
で�

業
務
内
容�

　
一
般
事
務
及
び
水
利
施
設
管
理

作
業�

受
付
期
間�

　
４
月
25
日
ま
で
履
歴
書
を
提
出�

試
験
内
容�

　
作
文
、
面
接
（
後
日
連
絡
）�

問
合
先�

二
万
石
用
水
土
地
改
良
区
事
務
所�

福
野
町
苗
島
３
７
４
‐
４�

　
22
‐
２
３
７
３�

�

23 H14年／4月号�

　創造的な活動をしている町美術協会会員の
絵画・彫刻・工芸・書・写真の５部門の研鑚
発表展です。�
　どうぞお越しください。�

水の町美術展�

庄川町美術協会会員展�
4/7（日）～4/21（日）�

　庄川美術館友の会では、外次郎ガイドブッ
ク第２弾「松村外次郎彫刻マップ（県内版）」
を発刊します。�
　富山駅前や県民会館など県内各所に設置さ
れている外次郎の作品場所をわかりやすくま
とめました。希望される方は庄川美術館（　
82－3373）までお問い合わせください。�

善 意 の 窓 �
■図書購入費として�

▽庄川町青島 村井　幸嗣さん （亡父の供養に　20万円）�
■広報送付お礼として�

▽大阪府堺市　石黒　功子さん （１万円）�
■庄川中学校へ�

▽庄川中学校　平成13年度卒業生一同�
  （ジェットヒーター２台　32万円相当）�
▽庄川中学校PTA （ビデオ用ＡＶケーブル120ｍ　８万円相当）�

■庄川小学校へ�

▽庄川小学校　平成13年度卒業生一同�
  （ショーケース１台　13万円相当）�
▽庄川小学校PTA （小型耕運機１台　14万円相当）�

■各保育所へ�

▽東山見保育所父母の会 （ブロックセット、輪投げ一式）�
▽青島保育所父母の会 （ままごと用キッチンセット、絵本外）�
▽雄神保育所父母の会 （ビデオテレビ）�
▽種田保育所父母の会 （小太鼓セット）�

　これらのご厚志に対し、深く感謝申し上げ、有効に活用させ
ていただきます。�



春
い
ま
だ
寒
き
朝
の
田
の
窪
に
張
り
し�

薄
氷
陽
射
し
に
崩
る�

求
む
れ
ば
今
高
価
な
る
ホ
タ
ル
イ
カ
雪
の

晴
れ
間
の
弥
生
に
頂
く�

一
周
忌
帰
ら
む
吾
娘
を
偲
び
つ
つ
孫
曾
孫

に
逢
ひ
心
な
ご
め
り�

シ
タ
ー
ル
に
胸
は
高
鳴
る
独
り
居
の
夜
寒

に
あ
れ
ば
亡
夫
よ
顕
ち
ま
せ�

向
ひ
山
時
雨
る
る
谷
よ
り
靄
立
ち
て
春
芽

起
し
の
木
樹
を
浸
せ
り�

長
浜
の
盆
梅
展
を
見
に
ゆ
き
し
半
ば
朽
ち

た
る
古
木
に
咲
き
て
ゐ
る
花�

登
り
坂
自
転
車
ペ
タ
ル
踏
み
走
り
予
報
通

り
の
雨
に
打
た
れ
る�

電
線
に
朝
置
く
雪
の
一
瞬
に
一
の
雪
文
字

路
面
に
散
ら
ば
る�

は
り
は
り
と
タ
ク
ア
ン
噛
む
音
心
急
く
入

歯
の
修
理
吾
を
じ
ら
す
も�

わ
だ
か
ま
る
気
持
を
伏
せ
し
咽
喉
元
を
過

ぐ
る
コ
ー
ヒ
ー
な
ほ
ほ
ろ
苦
き�

梅
一
輪
大
空
に
挿
し
越
の
国
海
山
す
べ
て

光
の
器�

川
縁
に
蕗
の
薹
顔
ふ
く
ら
ま
せ
東
北
の
友

に
絵
手
紙
送
る�

不
況
下
の
地
下
よ
り
出
で
し
江
戸
小
判
偽

ら
ぬ
金
新
聞
に
見
る�

枯
れ
草
の
敷
き
つ
む
間
よ
り
さ
み
ど
り
の�

蕗
の
薹
立
つ
淡
き
陽
射
し
に�

黄
砂
降
り
山
見
え
ぬ
日
の
眼
裡
に
う
か
び

て
ゆ
ら
ぐ
田
子
の
白
藤�

�

アカンサス�
野村玉枝選�

　若い女性の軽快な開襟シャツにショートパンツ姿は現代的で親しみがありま

す。軽やかな足どりで遊歩道を散策している気持ち良さが伝わってきます。�

　時代の流行を作品に取り入れるため、道行く若者を観察して、よくショーウ

ィンドーをのぞいていたそうです。�

　森田清一は昭和６年、庄川町金屋に生まれ、井波彫刻を修め、昭和32年、

日展に力強い軍鶏を彫って初入選を果たし、その勇壮な戦いの姿を彫り続けま

した。昭和42年以降は裸婦に転向し10年後日展で特選を連続して受賞しまし

た。その後、ヨーロッパ旅行で訪れたルーブル美術館の着衣の彫刻やフラメン

コの衣装などから鮮烈な印象をうけて、作風を着衣の女性像に変えていきまし

た。�

　「軍鶏」から「裸婦」へと進み、「着衣」に移って更なる展開を期待されな

がら病のため平成５年62歳での急逝でした。�

　美術館では２年後の平成７年、遺作展を開催し氏の生涯を広く紹介しました。�
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ゆい�

山本  悠依ちゃん�
（金屋）�

父…勉　母…昌美�

新町  唯ちゃん�
（庄）�

父…賢治　母…直美�

中西  美紗希ちゃん�
（青島）�

父…稔昌　母…貴乃�

ゆ　い� み　さ　き�

魚介の炊き
込みご飯�

１人分の栄養価…エネルギー  410Kcal／塩分量  1.0ｇ�

材 料�
（５人分）�

作り方�

コメン
ト�

�
シーフードの生臭みをとるた
めに生姜を入れましょう。�

食改雄神支部�

健 康 い きい き食 生 活 �

25 H14年／4月号�

　このコーナーでは、満３歳までの子どもの写真を募集し
ています。�
　住所、保護者、子どもの氏名（性別）、保護者から子ども
へのメッセージ（20字程度）を書いて、企画調整課へ提出し
てください。（郵送でも可）自薦、他薦は問いません。�
　掲載は先着順となります。また、掲載後は、広報と一緒
に返却します。�

妹
の
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く
し
て
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。�

お
兄
ち
ゃ
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と
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よ
く
し
よ
う
ね
。�

お
散
歩
、
大
ス
キ
で
す
！！
�

米�
冷凍シーフードミックス�
みりん�
醤油�
砂糖�
生姜汁�
酒�
塩�

だし汁�
生姜�
菜の花�

３カップ�
250ｇ�
大さじ１�
大さじ１�
大さじ１/２�
小さじ１/２�
大さじ２�
小さじ１/３�
３カップ�
親指大�
１/２束�

Ａ�

米は洗って、30分間水切りしておく。�

生姜を細かく千切りし、水にさらしておく。�

菜の花をゆで２㎝程に切っておく。�

炊飯器に水切りした米を
入れ、Ａの調味料とだし汁、
凍ったままのシーフード
を加えて炊く。�

炊き上がったら器に盛り、
菜の花と生姜を散らす。�

①�

②�

③�

④
　
　
　�

⑤�
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●町の人口（3月末日現在）●�

人　口 7,268 （△10） （△45） 転入 23�
　男 3,500 （＋  1） （△28） 転出 30�
　女 3,768 （△11） （△17） 出生 3�
世帯数 2,037 （△  1） （＋  1） 死亡 6

前年比�前月比�

26

発
行
日
／
平
成
十
四
年
四
月
五
日
　
発
行
所
／
富
山
県
庄
川
町
（
郵
便
番
号
九
三
二
ー
〇
三
九
三
）�

印
刷
／
㈱
ア
ヤ
ト
　
第
５
７
６
号�

H14年／4月号�

　
（
２
月
21
日
〜
３
月
20
日
申
出
の
も
の
の
み
掲
載
）�

編 集 後 記 �
　今月号の広報表紙に庄川の春が
訪れ、満開の桜が私たちの目を楽
しませてくれています。�
　今月号の表紙からは押し花グル
ープの木村三千子さんにお願いし、
庄川の四季折々を、押し花で紹介
してくださいます。�
　木村さんが以前、若宮に行った
時、草むらでかわいらしいうさぎ
と出会ったそうです。都会で育っ
た木村さんには、そのうさぎが忘
れられず、これからの１年間、う
さぎと一緒に庄川町を案内してく
ださいます。どんな庄川と会える
のか１年間とても楽しみです。�

本紙は、資源保護のため再生紙を使用しています。�
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く
こ
の
道
路
も
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て
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に
き
れ
い
な
眺
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く
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あ
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老齢人口 1,788 （＋　   3） （＋　   9）�
　　　率 24.6％ （＋0.1％） （＋0.3％）�
幼年人口 956 （＋　   3） （△　 23）�
　　　率 13.2％ （＋0.1％） （△0.2％）�
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